
中城村　公園施設長寿命化計画

令和8年　2月

中城村役場　都市建設課



１． 都市公園整備状況

（ 年 12

２．計画期間（西暦）〔 10

３．計画対象公園

①種別別箇所数

②選定理由

４．計画対象公園施設

①対象公園施設数

②これまでの維持管理状況

619 0 0 1,099

教養施設

備考） 経過年数、これまでの維持管理状況、施設の劣化の可能性を記述

2

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計

街区 近隣 地区 総合 運動 広域

便益施設

98 7 180 73 9 5 108

28

計画対象公園は、「中城村都市公園条例別表第1」に記載の公園と設定する。

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設

令和7 月末時点）

管理対象都市公園の数 管理対象都市公園の面積 一人当たり都市公園面積

28 15.51 ha 6.783 ㎡

箇年）〕

合計

26

風致 動植物 歴史

　これまで、吉の浦公園を除く全ての公園施設（一般施設、遊戯施設、建築物）を対
象に、都市建設課による維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検を行っている。
　吉の浦公園については、生涯学習課により上記と同様の維持保全及び日常点検を
行っている。
　遊戯施設はこれらの管理に加え、国土交通省「都市公園における遊具の安全確保に
関する指針」および社団法人　日本公園施設業協会（JPFA）が策定した「遊具の安全
に関する基準JPFA-S:2024」に基づき毎年1回の定期点検を実施している。
　この定期点検により危険個所が発見された場合、緊急度の高いものから補修を行っ
てきた。

2026 年度～ 2035 年度（

緩緑 都緑 その他



③選定理由

５．健全度を把握するための点検調査結果の概要（個別施設の状態等）

点検調査は、2025年11月から2025年12月までの期間に実施した。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

健全度判定
備考

A B C D

110 76 24 9 1
D判定：南上原糸蒲公園（糸蒲の塔周
辺の転落防護柵）

　中城村の公園は設置から30年以上経過した公園が約３割を占め、10年後には合わせ
て約７割に達する見込みである。
　これまで公園施設の更新は一部施設で行われているものの、公園施設の老朽化が顕
在化してきている。今後は、財政的な制約からメリハリをつけたストックマネジメン
トを導入する予定で、本計画については管理対象28公園のうち、地区公園2箇所（吉の
浦公園・南上原糸蒲公園）の全施設、街区公園26箇所については遊戯施設を優先して
計画対象とする。
　計画対象公園については、公園施設の長寿命化対策により、公園機能の保全を図り
つつ、ライフサイクルコストの削減を実現する。また、日常点検や定期点検による確
認により、施設の安全性を維持する。

一般施設、土木構造物,建築物、遊戯施設、各種設備について国土交通省の「公園
施
設長寿命化計画策定指針」に則り、健全度調査を実施した。
　健全度調査は、予防保全型管理の候補とし、194 施設について実施した。

ｃ．土木構造物 0 0 0 0 0

ａ．一般施設

ｄ．建築物 8 1 4 3 0

ｂ．遊具等 76 2 23 22 29
D判定は利用禁止とした
78箇所中2箇所は撤去済みの為健全度判定無しとし
た。

備考） 点検調査実施時期・期間、点検調査方法、点検調査結果の概要
（公園施設の健全度に関する全般的状況）を記述



６．対策の優先順位の考え方

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

７．対策内容と実施時期

①日常的な維持管理に関する基本的方針

ａ．一般施設等、ｃ．土木構造物等、ｄ．建築物等

・

ｂ．遊具等

・
・
・

ｅ．その他設備等

・  法で定める年１回実施する定期点検を健全度調査として活用する。

【新技術の活用等について】

・

公園施設の種類に応じた日常点検や定期点検ごとの点検実施体制、点検方法などの基
本的な方針を記述
新技術の活用を踏まえた維持管理に関する基本的な方針を記述

ｂ．遊具等 76

　対策の優先順位は、５．で示した「健全度判定」及び「考慮すべき事項」から設定
した「緊急度判定」に基づくこととした。
　考慮すべき事項は、公園施設の「利用頻度」及び「景観性やシンボルとしての美観
的価値」を考慮し設定した。主に遊戯施設について利用頻度の高さや安全対策の重要
性から指標として考慮することとした。
 また、中城村第五次総合計画（R5.3）中城村・北中城村共同まちづくり計画
（R5.10）を参考に、将来人口、年齢構成の変化、村内都市公園の機能の重複を考慮し
地区公園（吉の浦公園、南上原糸蒲公園）を指標として考慮した。

（施設）

緊急度判定

高 中 低

ａ．一般施設 110 1 22 87

ｃ．土木構造物 0 0 0 0

ｄ．建築物 8 1 4 3

39 35 2

備考） 個別施設の健全度調査結果や、各都市公園の周辺地域における将来人口、年齢構成
の変化、一定の誘致圏内における機能の重複、都市公園が設置されているエリアの
立地適正化計画上の位置づけ等に基づく緊急度判定の状況、考え方を記述

ストックしたデータを基に、新たな技術、素材、工法等を積極的に取り入れAI等の
活用で点検の効率化や高度化、補修頻度の軽減や省力化を図り、コスト縮減を進め
ながら公園施設の安全利用を図る。

　維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検は、都市建設課及び生涯学習課により随
時実施し、公園施設の機能の保全と安全性を維持するとともに、施設の劣化や損傷を
把握する。また、費用の縮減に資する新技術等の活用を推進する。
　公園施設の異常が発見された場合は、使用を中止し事故等を予防する。また、この
時点で健全度調査を実施し、補修、もしくは更新を判定する。
　清掃等は、都市建設課及び生涯学習課によるもののほか、地域住民や各種団体等に
よるアダプトプログラムの活用を推進する。

日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、利用禁止の措置を行う。また対
象施設の健全度調査を実施し、施設の補修、もしくは更新を位置づけた上で措
置を行う。

日常点検及び年１回実施する定期点検により施設の劣化及び損傷を把握する。
施設の劣化や損傷を把握した場合、利用禁止の措置を行う。
同年に実施する定期点検の結果を健全度調査として活用し、対象施設の補修、
もしくは更新を位置づけた上で措置を行う。

備考）



②公園施設の長寿命化のための基本方針

1. 予防保全型に類型した施設

ｂ．遊具等、ｅ．その他設備等

・

・

・

ｄ.建築物等

・

・

2. 事後保全型に類型した施設

・

・
　

・

　

・

出来るだけ健全度がＢ時点で適切な長寿命化対策を実施し、施設の延命化を図
る。
事後・予防の類型は、ライフサイクルコストの算定結果を踏まえて確定する。
毎年の定期点検を行う遊具や設備以外の公園施設（ａ．一般施設、ｃ．土木構
造物、ｄ．建築物）については、５年に１回以上の健全度調査を実施し、施設
の劣化損傷状況を確認する。
使用見込み期間の補正値は、処分制限期間が20年未満の施設は、処分制限期間
の2.4倍、20年以上40年未満の施設は、処分制限期間の1.8倍、処分制限期間が
40年以上の施設は、処分制限期間の1.2倍を基本とする。なお、策定指針に示さ
れる使用見込み期間を基本としつつ、５年に１回の健全度調査結果や修繕履歴
等の実績を踏まえ、利用状況に応じて補正値が適正かどうか検討する。
計画期間中に使用見込み期間が終了する公園施設に係る対策を検討するに当
たっては、各都市公園の周辺地域における将来人口、年齢構成の変化、一定の
誘致圏内における機能の重複、中城村第五次総合計画、中城村・北中城村共同
まちづくり計画（R5.10）の位置づけ等を踏まえ、撤去・更新の他、複数の公園
を対象とした再編・集約化も含めて検討する。

備考） 点検調査により把握した健全度や、各都市公園の周辺地域における将来人口、年齢
構成の変化、一定の誘致圏内における機能の重複、都市公園が設置されているエリ
アの立地適正化計画上の位置づけ等を踏まえた、公園施設長寿命化のための基本的
な方針を記述（次回の点検・診断、修繕・補修・撤去・更新、その他必要な対策
（複数の公園を対象とした再編・集約化の検討等）について、講ずる措置の内容や
実施時期を記述）

日常点検及び年１回実施する定期点検により施設の劣化及び損傷を把握す
る。
点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、消耗材の交換等を行う他、必要に
応じて利用禁止の措置を行う。
定期点検の結果を健全度調査として活用し、施設の補修、もしくは更新を位
置づけた上で措置を行う。

吉の浦公園体育館は定期報告対象建築物に該当するため、法に定める３年に
１回以上の定期点検を実施し健全度調査として活用する。
その他の建築物は５年に１回の健全度調査を実施し施設の劣化損傷状況を確
認する。また、中城村で定める建築物の補修、もしくは更新計画に従い長寿
命化対策を実施する。

・

・
・

・

健全度調査を実施しないため、維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検で公
園施設の機能の保全と安全性を維持する。
日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、施設の撤去・更新を行う。
使用見込み期間の補正値は、処分制限期間が20年未満の施設は、処分制限期間
の2倍、20年以上40年未満の施設は、処分制限期間の1.5倍、処分制限期間が40
年以上の施設は、処分制限期間の1倍を基本とする。なお、策定指針に示される
使用見込み期間を基本としつつ、修繕履歴や利用頻度・設置環境等を踏まえ、
利用状況に応じて補正値が適正かどうか検討する。
舗装については、劣化や損傷が顕著（舗装面積の1/2以上）となった段階で、施
設（箇所）毎に判断し更新する。
計画期間中に使用見込み期間が終了する公園施設に係る対策を検討するに当
たっては、各都市公園の周辺地域における将来人口、年齢構成の変化、一定の
誘致圏内における機能の重複、中城村第五次総合計画、中城村・北中城村共同
まちづくり計画（R5.10）の位置づけを踏まえ、撤去・更新の他、複数の公園を
対象とした再編・集約化も含めて検討する。



８．都市公園別の健全度調査結果、長寿命化に向けた具体的対策、対策内容・時期など

９．対策費用

１０．計画全体の長寿命化対策の実施効果

１１．計画の見直し予定

②見直し時期、見直しの考え方など

④単年度あたりの概算費用【①/10】 31,741 千円

備考） 計画期間の概算費用（千円）を記述（様式１、様式２との整合に留意）。

 今回長寿命化計画を策定した公園における10年間でのライフサイクルコスト縮減額は
11,727千円である。

備考） ライフサイクルコストの縮減額、撤去、再編・集約化による費用縮減の効果、新技術
の活用による費用縮減の効果などを記述

①計画の見直し予定年度（西暦）：〔 2030 年度〕

・

・

次回以降の健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖離が生じた
場合には、長寿命化計画の見直しを行う。
公園の利用状況を考慮しつつ、今後、廃止・集約化に向けた検討を実施する予定。

①概算費用合計（10年間）【②＋③】 317,409 千円

②予防保全型施設の概算費用合計（10年間） 216,949 千円

③事後保全型施設の概算費用合計（10年間） 100,460 千円

※ 別添「公園施設長寿命化計画調書」（様式１「総括表」、様式２「都市公園別」、様式３
「公園施設種類別現況」）による



（様式１）　公園施設長寿命化計画調書（総括表）

設置年度 経過年数 処分制限期
間など

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

吉の浦公園 地区 1978年
体育館、陸上競技場、野
球場、テニスコート、遊具
等

1978年 47年 7～50 223 2,348 2,095 505 24,817 20,912 18,415 20,067 18,177 327 2,067 11489

南上原糸蒲公園 地区 2014年
管理事務所、トイレ、東
屋、遊具等

2014年 11年 10～50 200 2,987 670 1,033 2,100 0 160 2,080 0 20 1,880 238

児童公園1号 街区 1991年 遊具 1991年 34年 7～42 33 8,081 50 100 480 110 100 480 110 100 480 -

児童公園2号 街区 1991年 遊具 1991年 34年 7～50 26 19,900 0 0 250 0 0 250 0 0 250 -

津覇児童公園 街区 1995年 遊具 1995年 30年 7～50 25 4,331 50 50 350 50 50 350 50 50 350 -

北浜児童公園 街区 1996年 遊具 1996年 29年 7～50 21 8,922 1,261 50 350 50 50 350 50 50 350 -

添石児童公園 街区 1997年 遊具 1997年 28年 10～50 39 3,900 50 50 350 50 50 350 50 50 350 -

登又児童公園 街区 1997年 遊具 1997年 28年 7～47 16 3,750 50 50 200 50 50 200 50 2,300 50 -

北上原児童公園 街区 1998年 遊具 1998年 27年 10～50 21 3,750 50 50 200 50 50 200 50 2,300 50 -

浜児童公園 街区 1999年 遊具 1999年 26年 10～50 16 14,040 4,990 50 350 50 50 350 50 50 350 -

泊児童公園 街区 2000年 遊具 2000年 25年 10～47 27 3,900 50 50 350 50 50 350 50 50 350 -

和宇慶児童公園 街区 2000年 遊具 2000年 25年 10～50 18 3,600 50 50 50 50 50 50 50 50 50 -

ちゅらばる公園 街区 2012年 遊具 2012年 13年 10～42 27 620 0 0 400 100 240 300 0 150 300 -

ゆらてぃく公園 街区 2008年 2008年 17年 10～22 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

新世公園 街区 1996年 1996年 29年 15～50 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

さくら公園 街区 1996年 遊具 1996年 29年 15～50 65 8,010 50 50 350 50 50 350 50 50 350 -

かりゆし公園 街区 2008年 遊具 2008年 17年 10～22 10 8,550 100 100 150 100 100 150 100 100 150 -

勢理湊原公園 街区 1997年 1997年 28年 7～42 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

パシフィックシティー
公園

街区 1998年 遊具 1998年 27年 10～50 9 8,510 50 50 300 50 50 300 50 2,000 250 -

伊舎堂農村公園 街区 1995年 1995年 30年 15～40 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

伊集農村公園 街区 1995年 1995年 30年 10～50 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

新垣農村公園 街区 1994年 遊具 1994年 31年 10～50 40 16,367 0 0 470 0 0 470 0 0 470 -

奥間農村公園 街区 1997年 遊具 1997年 28年 7～50 17 4,464 0 0 100 0 0 100 0 0 100 -

竹口原公園 街区 2014年 遊具 2014年 11年 10～38 29 770 0 0 250 0 0 250 0 0 250 -

石橋原公園 街区 2014年 遊具 2014年 11年 10～38 26 14,504 0 0 790 0 0 790 0 0 790 -

山内原公園 街区 2014年 遊具 2014年 11年 10～39 29 10,242 0 0 490 0 0 490 0 0 490 -

赤森原公園 街区 2017年 遊具 2017年 8年 10～39 32 660 0 0 450 0 0 450 0 0 450 -

南坂田原公園 街区 2014年 遊具 2014年 11年 10～39 29 800 0 0 200 0 0 200 0 0 200 -

153,006 9,566 2,238 33,797 21,722 19,515 28,927 18,887 7,647 10,377 11,727

28

年次計画（費用：千円）
単年度あたりのライ
フサイクルコスト縮
減額（千円）

公園箇所数計： 概算費用合計（千円）： 317,409

公園名 種
別

供用
年度

長寿命化を実施する公園
施設

主な公園施設
長寿命化
対象公園
施設数



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
1号園
路

360 m2
カラーAs
舗装

1990 35 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
2号園
路

2,320 m2
カラーAs
舗装

1990 35 10 20 × - 2025
舗装の一部に亀裂・表層の剥離が見られる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
3号園
路

1,350 m2
カラーAs
舗装

1990 35 10 20 × - 2025
舗装の一部に亀裂・表層の剥離が見られる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
4号園
路

690 m2
カラーAs
舗装

1990 35 10 20 × - 2025
一部に陥没が見られる。
利用者の安全性に問題があるため早急な補修を要す
る。

D 高 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010 11 補修

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
5号園
路

630 m2
カラーAs
舗装

1990 35 10 20 × - 2025
地先ブロックの破損個所あり。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
6号園
路

135 m2
ブロック
舗装

1990 35 15 30 × - 2025
タイルの破損個所有り。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2020

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
7号園
路

468 m2 As舗装 1990 35 10 20 × - 2025
表層の一部に亀裂が見られる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

園路
8号園
路

90 m2 CO舗装 1990 35 10 20 × - 2025
表層の剥離が進行している。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2010

吉の浦
公園

地区
園路広
場

広場
体育館
前広場

560 m2
タイル舗
装

1986 39 15 30 × - 2025
タイルの破損個所が多数有り。補修跡が確認できる。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2016

吉の浦
公園

地区
園路広
場

広場
遊具広
場-1

2,500 m2 芝 1986 39 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2006

吉の浦
公園

地区
園路広
場

広場
遊具広
場-2

2,000 m2 芝 1986 39 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2006

吉の浦
公園

地区
園路広
場

広場
芝生広
場

5,200 m2 芝 1986 39 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2006

吉の浦
公園

地区
園路広
場

広場
ゲート
ボール
場

2,600 m2 芝 1986 39 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2006

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

東屋 東屋-1 1 箇所 RC造 1986 39 47 57 × - 2025
屋根のコンクリートが破損している。
梁にひび割れあり（3.0mm）

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2043 259
防水
塗装

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

東屋 東屋-2 1 箇所 RC造 1991 34 47 57 × - 2025
赤瓦の破損が見られる。
柱・土間にひび割れが生じている。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2048 800
瓦補
修

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

東屋 東屋-3 1 箇所
7.8×3.8
=29.6m2

鉄骨
t4以上

2024 1 34 62 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2086 109
防水
塗装

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

東屋
東屋+
パーゴ
ラ

1 箇所 RC造 1985 40 47 57 × - 2025
柱のコンクリート破損、鋼材が露出している。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2042 750
柱補
修

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター1

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い・ B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター2

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 柱地際部の腐食が進行している。 C 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター3

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 柱地際部の腐食が進行している。 C 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター4

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 柱地際部の腐食が進行している。 C 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター5

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 柱地際部の腐食が進行している。 C 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター6

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025
全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い・
柱の補強済み。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター7

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025
全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い・
柱の補強済み。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新
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吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター8

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025 梁の一部で腐食が進行している。 C 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター9

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025
全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い・
柱の補強済み。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

シェル
ター

シェル
ター10

1 箇所
鉄骨
t=3～4

1991 34 27 41 ○ 2023 2025
全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い・
柱の補強済み。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2032 9,000 更新

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

パーゴラ
パーゴ
ラ1

1 箇所
鉄骨
t3.2

2020 5 27 41 × - 2025
接合部に軽微な錆が生じている。
利用上問題は無い。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2061

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

パーゴラ
パーゴ
ラ2

1 箇所
鉄骨
t3.2

2020 5 27 41 × - 2025
接合部に軽微な錆が生じている。
利用上問題は無い。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2061

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

ベンチ
ベンチ
①

12 基
コンク
リート

1985 40 47 47 × - 2025
座面の破損あり。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2032

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

ベンチ
ベンチ
②

4 基
木+コン
クリート

1987 38 47 47 × - 2025
脚部の一部に破損が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2034

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

ベンチ
ベンチ
③

2 基
合成木
材

2023 2 7 14 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2037

吉の浦
公園

地区
休憩施
設

テーブル
ベンチ

テーブ
ルベン
チ

13 箇所
コンク
リート

1985 40 47 47 × - 2025
コンクリートのひび割れ・鋼材露出が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2032

吉の浦
公園

地区
修景施
設

モニュメ
ント

モニュ
メント
（正門
シー
サー）

1 式
コンク
リート

1985 40 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

中型複
合遊具

複合遊
具(芝
生広場
1)

1 基 鉄・FRP 2014 11 15 36 〇 2022 2025
総合判定C　※別途点検表参照
接地面のくぼみ、ボルト破損等あり。修繕を要する。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

中型複
合遊具

ビッグ
ハイビ
スカス
複合遊
具

1 基 鉄・FRP 2024 1 15 36 〇 2022 2025

総合判定B　※別途点検表参照
ゴムマットの段差、基礎土被り減少のため、土の充填が
必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2060 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

小型複
合遊具

ぐんぐ
ん島野
菜ラン
ド

1 基 鉄・FRP 2024 1 15 36 〇 2022 2025
総合判定A　※別途点検表参照
全体的に健全である。

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2060 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

ブランコ
4連ブ
ランコ

1 基 鉄 2014 11 15 36 〇 2022 2025

総合判定C　※別途点検表参照
ゴムマットの段差、基礎土被り減少のため、土の充填が
必要。
その他経過観察の継続が必要。スイングクリアランスの
調整を要する。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（3～5年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2050 250
計画
補修

250
計画
補修

250
計画
補修

250
計画
補修

計画補修：再塗
装、着座部取
替、吊り金具・
チェーン取替

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

ロッキン
グ遊具

ロッキ
ング遊
具①

1 基 鉄・FRP 2014 11 10 24 〇 2022 2025
総合判定D　利用禁止　※別途点検表参照
ストッパーゴム（緩衝部）の破損が見られる。早急な交換
が必要

D 高 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2038 230
内部
機構
取替

170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：再塗
装、内部機構取
替

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

ロッキン
グ遊具

ロッキ
ング遊
具②

1 基 鉄・FRP 2014 11 10 24 〇 2022 2025
総合判定D　利用禁止　※別途点検表参照
ストッパーゴム（緩衝部）の破損が見られる。早急な交換
が必要

D 高 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2038 230
内部
機構
取替

170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：再塗
装、内部機構取
替

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

背伸ば
しベン
チ

1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

アキレ
ススト
レッ
チャー

1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定A　※別途点検表参照
全体的に健全である。
その他経過観察の継続が必要

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

ぶら下
がり

1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

平行棒 1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

腹筋台 1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

スト
レッチ
アーチ

1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

スト
レッチ
チェア

1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
遊戯施
設

健康器
具

足つぼ 1 基 鉄・FRP 2022 3 15 36 〇 2022 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

吉の浦
公園

地区
運動施
設

体育館 体育館 1 箇所 SRC造 1985 40 50 60 〇 2024 2025

設置後40年が経過し全体的に劣化が進行しているが、
生涯学習課による維持管理・修繕が行われており、利用
上の問題は無い。
引き続き外部・内部の経過観察継続を要する。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・外部補修（5年）、屋根補修（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2045 4,750

屋上
シー
ト防
水



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

管理
類型

具体的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

設置年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

対策を
踏まえ
た更新
見込み
年度

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

吉の浦
公園

地区
運動施
設

野球場 野球場 1 箇所
土・人工
芝

1992 33 30 54 〇 2024 2025
別途調査業務より、照明柱の強度低下・建替え判断がさ
れている。
土・人工芝の異常なし。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2046 71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

吉の浦
公園

地区
運動施
設

バック
ネット

バック
ネット

1 箇所 鉄 1992 33 15 36 × - 2025
防護壁のカバーが剥がれている。
その他経過観察の継続が必要。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2028

吉の浦
公園

地区
運動施
設

テニス
コート

テニス
コート

1 箇所 人工芝 2010 15 10 24 〇 2024 2025
舗装面に異常は見られない。
外周壁にひび割れが生じているが、利用上問題ない。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・人工芝補修（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2034 221

砂補
填・
人工
芝補
修

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

221

砂補
填・
人工
芝補
修

71
砂補
填

71
砂補
填

71
砂補
填

221

砂補
填・
人工
芝補
修

71
砂補
填

吉の浦
公園

地区
運動施
設

テニス
コート倉
庫

テニス
コート
倉庫

1 箇所 RC造 2020 5 50 60 × - 2025
躯体に異常は見られない。外部照明の故障有り。（常時
点灯状態）

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・外部補修（5年）、屋根補修（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2080 238

屋根
防水
塗装、
外壁
塗装

吉の浦
公園

地区
運動施
設

陸上競
技場

陸上競
技場

1 箇所
全天候
型・人工
芝

2010 15 10 24 〇 2023 2025
舗装面・人工芝に異常は見られない。
外周壁にひび割れが生じているが、利用上問題ない。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・全天候型トラック、人工芝補修（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2034 35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

35
砂補
填

吉の浦
公園

地区
運動施
設

バスケッ
トコート

バス
ケット
コート

1 箇所
ゴムチッ
プ舗装

2022 3 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2042

吉の浦
公園

地区
運動施
設

クラブハ
ウス

クラブ
ハウス

1 箇所 A=253.4m2 S造 2015 10 30 54 〇 2024 2025
構造部材に異常は見られない。
シーリング材の劣化、土間コンクリートのひび割れ有り。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2069 2,585

屋根防
水塗
装、外
壁塗装

吉の浦
公園

地区
便益施
設

駐車場
駐車場
①

1 箇所 As舗装 1985 40 10 20 × - 2025
境界ブロックのずれ、舗装面のひび割れ有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2005

吉の浦
公園

地区
便益施
設

駐車場
駐車場
②

1 箇所 As舗装 1985 40 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2005

吉の浦
公園

地区
便益施
設

駐車場
駐車場
③

1 箇所 As舗装 1985 40 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2005

吉の浦
公園

地区
便益施
設

駐車場
駐車場
④

1 箇所 As舗装 1985 40 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2005

吉の浦
公園

地区
便益施
設

便所 便所-1 1 箇所 A=34.0m2 RC造 1990 35 50 60 〇 2024 2025

外壁のひび割れ、建具の劣化が見られるが利用上問題
は無い。
トイレ内部はH25年度に修繕済み。
屋根排水ドレンの詰まり、パイプの固定不良有り。（維持
管理により経過観察）

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2050 164

屋根防
水塗
装、外
壁塗装

吉の浦
公園

地区
便益施
設

便所 便所-2 1 箇所 A=34.0m2 RC造 1990 35 50 60 〇 2024 2025

外壁のひび割れ、建具の劣化が見られるが利用上問題
は無い。
トイレ内部はH26年度に修繕済み。
屋根排水受け、排気パイプの破損有り。（維持管理によ
り経過観察）

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2050 164

屋根防
水塗
装、外
壁塗装

吉の浦
公園

地区
便益施
設

水飲み 水飲み 5 箇所
コンク
リート

1986 39 15 30 × - 2025
経年劣化による変色等が見られるが、利用上問題は無
い。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2016

吉の浦
公園

地区
管理施
設

擁壁
石積み
擁壁

1 箇所 石積み 1991 34 40 40 × - 2025
亀裂・石の欠損が見られる。
上部に東屋3（展望台）があるため、利用者の安全確保
のため補修を要する。

C 高 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2031

吉の浦
公園

地区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

3 箇所 約100m/箇所鋼材 1983 42 18 36 × - 2025
腐食が進行している。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2019

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵

擬木柵
（転落
防止）-
1

コンク
リート

1996 29 42 42 × - 2025
破損個所有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

C 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.0倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵

擬木柵
（転落
防止）-
2

コンク
リート

1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.0倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵

擬木柵
（転落
防止）-
3

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.0倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-4

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-5

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025
破損個所有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-6

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025
破損個所有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-7

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-8

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-9

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

管理
類型

具体的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

設置年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

対策を
踏まえ
た更新
見込み
年度

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

吉の浦
公園

地区
管理施
設

柵
擬木柵
-10

鋼材 1996 29 42 42 × - 2025

経年劣化による変色・軽微なひび割れが生じているが、
利用上問題ない。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2038

吉の浦
公園

地区
管理施
設

門扉 門扉① 1 箇所 鋼材 1994 31 18 36 × - 2025
錆が生じているが、利用上問題は無い。
経過観察を要する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2030

吉の浦
公園

地区
管理施
設

門扉 門扉② 1 箇所 鋼材 1994 31 18 36 × - 2025
錆が生じているが、利用上問題は無い。
経過観察を要する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2030

吉の浦
公園

地区
管理施
設

車止め
車止め
①

7 基
ステンレ
ス

1991 34 18 36 × - 2025
錆が生じているが、利用上問題は無い。
経過観察を要する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
管理施
設

車止め
車止め
②

5 基
ステンレ
ス

1991 34 18 36 × - 2025 引き上げ不可、利用されていない状態。 C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
管理施
設

車止め
車止め
③

2 基
ステンレ
ス

1991 34 18 36 × - 2025 引き上げ不可、利用されていない状態。 C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
管理施
設

車止め
車止め
④

2 基
ステンレ
ス

1991 34 18 36 × - 2025 引き上げ不可、利用されていない状態。 C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
管理施
設

排水路 排水路 3 基 計83.8m
コンク
リート

1983 42 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2013

吉の浦
公園

地区
管理施
設

側溝 側溝 20 箇所 計2804ｍ
コンク
リート

1994 31 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2024

吉の浦
公園

地区
管理施
設

集水桝 集水桝 23 箇所
コンク
リート

1994 31 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2024

吉の浦
公園

地区
管理施
設

橋 橋 3 箇所
コンク
リート

1983 42 60 60 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2043

吉の浦
公園

地区
管理施
設

案内板 案内板 1 箇所
擬木コン
クリート

1985 40 42 42 × - 2025
経年劣化による変色、表示板の劣化等が見られる。
表示板の更新が望ましい。

B 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2027

吉の浦
公園

地区
管理施
設

警告版 警告版 1 箇所 鋼材 1985 40 18 36 × - 2025 表示板が撤去されている。 B 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

園名板 園名板 1 箇所 石材 1985 40 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2042

吉の浦
公園

地区
管理施
設

掲揚
ポール

掲揚
ポール

1 箇所 鋼材 ### 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

36

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-1

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-2

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-3

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-4

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-5

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-6

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-7

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-8

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-9

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-10

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

管理
類型

具体的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

設置年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

対策を
踏まえ
た更新
見込み
年度

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-11

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-12

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-13

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-14

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-15

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-16

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-17

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-18

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-19

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-20

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-21

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025
経年劣化による変色が見られるが、利用上問題は無い。
経過観察を要する。

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-22

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-23

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025
開口部のボルトが破損し、養生テープで固定されてい
る。
経過観察を要する。

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-24

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-25

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-26

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-27

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-28

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-29

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-30

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-31

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-32

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-33

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-34

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-35

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021
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分
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間
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込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

対策を
踏まえ
た更新
見込み
年度

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-36

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-37

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-38

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-39

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-40

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-41

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-42

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
A）-43

1 基
ステンレ
ス・鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
B）-1

1 基
ガラス・
鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

照明灯
（タイプ
B）-2

1 基
ガラス・
鋼

1985 40 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2021

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-1

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-2

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-3

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-4

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-5

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-6

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-7

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

電気設
備

防犯灯
-8

1 基 鋼材 2018 7 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2054

吉の浦
公園

地区
管理施
設

放送設
備

スピー
カー1

1 基 鋼材 2024 1 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2060

吉の浦
公園

地区
管理施
設

放送設
備

スピー
カー2

1 基 鋼材 2024 1 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2060

2,348 2,095 505 24,817 20,912 18,415 20,067 18,177 327 2,067

概算費用合計（千円）： 109,730



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
進入
路

840 m2
L=140m
W=6.0m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
1号園
路

477 m2
L=159m
W=3.0m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
2号園
路

137 m2
L=45.7m
W=3.0m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025
舗装の一部に亀裂・不陸が見られる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
3号園
路

827 m2
L=75.6m
W=3.0m

カラーAs
舗装・石
張り舗装

2014 11 15 30 × - 2025
舗装の一部にブロックのずれが見られる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
4号園
路

118 m2
L=39.3m
W=3.0m

カラーAs
舗装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
5号園
路

24 m2
L=7.9m
W=3.0m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
6号園
路

402 m2
L=134.0m
W=3.0m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025
ブロック目地に雑草が入り込んでいる。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
1号散
策路

未整備

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
2号散
策路

185 m2
L=103m
W=1.8m

ゴムチッ
プ舗装

2014 11 10 20 × - 2025
一部でコムチップの剥がれが生じている。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
3号散
策路

149 m2
L=82.5m
W=1.8m

ゴムチッ
プ舗装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
4号散
策路

237 m2
L=151.7m
W=1.8m

ゴムチッ
プ舗装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
5号散
策路

123 m2
L=68.5m
W=1.8m

ゴムチッ
プ舗装

2014 11 10 20 × - 2025
舗装面に異常は見られないが、雑草の繁茂により利用
しづらい状況。
除草等の維持管理を要する。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
6号散
策路

36 m2
L=20.0m
W=1.8m

石張り 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。（経年劣化による変色のみ） B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
7号散
策路

75 m2
L=41.4m
W=1.8m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025
舗装面に異常は見られないが、雑草の繁茂により利用
しづらい状況。
除草等の維持管理を要する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
8号散
策路

89 m2
L=49.6m
W=1.8m

石張り 2014 11 15 30 × - 2025
石張り舗装の一部にひび割れ・段差が生じている。
全体的に歩行に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
9号散
策路

72 m2
L=40.1m
W=1.8m

ゴムチッ
プ舗装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
10号
散策
路

46 m2
L=41.9m
W=1.8m

平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025
舗装面に異常は見られないが、雑草の繁茂により利用
しづらい状況。
除草等の維持管理を要する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
11号
散策
路

29 m2
L=16.1m
W=1.8m

石張り 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。（経年劣化による変色のみ） A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
12号
散策
路

整備状況不明

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 園路
13号
散策
路

未整備

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 広場
遊具
広場

2,500 m2 芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 広場
多目
的広
場

1,150 m2 芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 広場
展望
広場

整備状況不明

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

南上原
糸蒲公
園

地区 園路広場 広場

歴史
文化・
学習
広場

230 m2
平板ブ
ロック舗
装

2014 11 15 30 × - 2025
ブロック目地に雑草が入り込んでいる。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で更新と
する。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 ベンチ
ベンチ
1号

5 箇所 石・木 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 ベンチ
ベンチ
2号

2 箇所 石 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 ベンチ
ベンチ
3号

2 箇所 石 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設
テーブル
ベンチ

テーブ
ルベン
チ

3 箇所 石 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 東屋
東屋-
1

1 基
コンク
リート・
赤瓦

2011 14 47 57 × - 2025

土間（平板ブロック）の一部に開きが生じているが利用上
の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2068 100
赤瓦
定期
補修

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 東屋
東屋-
2

1 基
コンク
リート

2011 14 47 57 × - 2025
土間（平板ブロック）の一部が崩落している。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2068 100
赤瓦
定期
補修

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 東屋
東屋-
3

1 基
コンク
リート

2011 14 47 57 × - 2025
屋根瓦の一部が破損している。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2068 100
赤瓦
定期
補修

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設
シェル
ター

シェル
ター

1 基
鉄骨・膜
屋根

1987 38 47 47 × - 2025

支柱接合部ボルトの腐食あり。膜材の一部に穴があい
ている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.0倍を使用見込み期間とする。

2034

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 パーゴラ
パーゴ
ラ-1

1 基
鋼管擬
石仕上
げ

2013 12 27 41 × - 2025
軽微なひび割れが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2054

南上原
糸蒲公
園

地区 休憩施設 パーゴラ
パーゴ
ラ-2

1 基
鋼管擬
石仕上
げ

2013 12 27 41 × - 2025
経年劣化による塗装の剥がれが見られる。。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2054

南上原
糸蒲公
園

地区 運動施設
バスケッ
トコート

バス
ケット
コート

1 箇所
コンク
リート

2013 12 10 20 × - 2025
舗装面の軽微なひび割れが見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で更新
とする。

B 中
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2.0倍を使用見込み期間とする。

2033

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
中型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基 鉄・FRP 2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　※別途点検表参照
ゴムマット段差・くぼみ、基礎土被り減少の為土の充填
が必要。吊り金具のナット破損があり取り付けが必要。
指の挟み込みが考えられる為対策が必要。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設 ブランコ
２連ブ
ランコ

1 基 鉄・FRP 2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　※別途点検表参照
ゴムマット段差・くぼみ、基礎土被り減少の為土の充填
が必要。吊り金具のナット破損があり取り付けが必要。
吊り金具ベアリング破損がある為交換が必要。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（3～5年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2050 280
計画
補修

280
計画
補修

280
計画
補修

280
計画
補修

計画補修：再塗
装、着座部取
替、吊り金具・
チェーン取替

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設 滑り台
ロー
ラー滑
り台

1 基 鉄・FRP 2012 13 15 36 〇 2022 2025

総合判定C　※別途点検表参照
安全領域不足。設置面がインターロッキングの為転倒し
た際に危険な為ゴムチップ舗装が望ましい。支柱部に腐
食があり対策が必要。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・ローラー交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2048 500

塗
装、
ゴム
チッ
プ舗

170
計画
補修

150
計画
補修

20
計画
補修

計画補修：再塗
装、ローラー交
換

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設 シーソー
シー
ソー

1 基 鉄 2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定C　※別途点検表参照
緩衝部（タイヤ）に亀裂・破損がある為交換が必要。ゴム
マット段差・くぼみがあり土の充填が必要。

C 高 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 210
計画
補修

50
計画
補修

160
計画
補修

50
計画
補修

計画補修：再塗
装、スプリング
交換、タイヤ交
換

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設

ロープ
ネット
ジャング
ル

ロープ
ネット
ジャン
グル

1 基 鉄・FRP 2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　※別途点検表参照
設置面にくぼみがあり土の充填が必要。その他経過観
察の継続。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 1,000
計画
補修

1,000
計画
補修

1,000
計画
補修

1,000
計画
補修

計画補修：ロー
プ補修

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（ぶら
下が
り）

1 基 鉄・FRP 2013 12 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
安全領域不足の為安全領域が確保できる位置に移設する必
要がある。安全領域内の雑草除去及び枝の剪定を要する。正
しい使い方を表す利用案内表示・対象年齢以外の使用を禁止
する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2049 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（わき
腹の
ばし）

1 基 鉄・FRP 2013 12 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
安全領域不足の為安全領域が確保できる位置に移設す
る必要がある。基礎露出している為土の充填が必要。正
しい使い方を表す利用案内表示・対象年齢以外の使用
を禁止する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2049 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（足つ
ぼマッ
サー

1 基 鉄・FRP 2013 12 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
基礎露出、ゴムマット段差があり土の充填が必要。正し
い使い方を表す利用案内表示・対象年齢以外の使用を
禁止する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2049 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（上体
ひね
り）

1 基 鉄・FRP 2013 12 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
安全領域不足の為安全領域が確保できる位置に移設す
る必要がある。正しい使い方を表す利用案内表示・対象
年齢以外の使用を禁止する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2049 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（背伸
ばしベ
ンチ）

1 基 鉄・FRP 2013 12 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
安全領域不足の為安全領域が確保できる位置に移設す
る必要がある。正しい使い方を表す利用案内表示・対象
年齢以外の使用を禁止する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2049 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 遊戯施設
健康器
具

健康
器具
（腹筋
ベン
チ）

1 基 鉄・FRP 2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
支柱地際部に腐食がある為修繕が必要。安全領域不足
の為安全領域が確保できる位置に移設する必要があ
る。正しい使い方を表す利用案内表示・対象年齢以外の
使用を禁止する表示をするのが望ましい。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 便所
便所1
号

1 箇所 RC造 2013 12 50 60 〇 2024 2025

躯体に異常は見られない。ドア蝶番のゆがみ、ドア取手
カバーの破損等あり。
著しい破損等で利用が困難となった時点で補修・更新と
する。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2073 570

屋根
防水
塗
装・
外壁
塗装



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 便所
便所2
号

1 箇所 RC造 2013 12 50 60 〇 2024 2025

※利用禁止となっている。
躯体に異常は見られない。土間排水のグレーチングのずれ、
緊急表示回転灯の破損あり。
著しい破損等で利用が困難となった時点で補修・更新とする。
落書きや汚れが目立つ為、落書き除去・清掃が望ましい。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2073 833

屋根
防水
塗
装・
外壁
塗装

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 案内板
案内
板

1 基
擬木コン
クリート

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 水飲み
水飲
み

4 基
コンク
リート

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 駐車場
1号駐
車場

1 箇所

アスファ
ルト・平
板ブロッ
ク

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 駐車場
2号駐
車場

1 箇所

アスファ
ルト・平
板ブロッ
ク

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 便益施設 駐車場
3号駐
車場

1 箇所

アスファ
ルト・平
板ブロッ
ク

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
管理事
務所

管理
事務
所

1 箇所
壁式RC
造

2013 12 50 50 × - 2025

開口部付近にひび割れ有り（0.45mm）引き戸レールのゆ
がみ、蝶番の錆有り。
構造上問題は見られない。
その他経過観察の継続が必要

A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.0倍を使用見込み期間とする。

2063

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-1

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2013 12 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2049

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-2

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-3

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-4

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-5

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-6

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-7

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-8

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2013 12 18 36 × - 2025
基礎ボルトのキャップが欠損しているが、構造上の問題
は無い。
その他経過観察の継続が必要。

A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2049

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-9

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2013 12 18 36 × - 2025
基礎ボルトのキャップが欠損しているが、構造上の問題
は無い。
その他経過観察の継続が必要。

A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2049

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-10

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-11

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2013 12 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2049

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-12

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-13

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2013 12 18 36 × - 2025
基礎ボルトのキャップが欠損しているが、構造上の問題
は無い。
その他経過観察の継続が必要。

A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2049

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-14

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-15

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-16

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-17

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047



数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設
電気設
備

照明
灯-18

1 基
鋼管・ポ
リカーボ
ネート

2011 14 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 時計塔
太陽
光時
計

1 基
ステンレ
ス・鋼

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 車止め 車止め 26 本
ステンレ
ス・鋼

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 側溝 側溝 14 箇所
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 集水桝
集水
桝

77 箇所
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-1

30.0 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025
接合部の間詰材の欠損有り。ぐらつき等は確認されず、
構造上問題は見られない。
その他経過観察の継続が必要

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-2

42.2 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-3

71.8 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-4

45.0 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025
接合部の間詰材の欠損有り。ぐらつき等は確認されず、
構造上問題は見られない。
その他経過観察の継続が必要

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-5

27.3 m H=1.10m
鋼・合成
木材

2014 11 18 36 × - 2025
接合部の鋼材に軽微な腐食が見られる。構造上の問題
は無い。
その他経過観察の継続が必要

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2050

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-6

39.7 m H=1.10m
鋼・合成
木材

2014 11 18 36 × - 2025
全体的にビームが欠損しており修繕を要する。
ロープ等による応急対策が必要

D 高
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2050 397 修繕

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-7

5.6 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025
接合部の間詰材の欠損有り。ぐらつき等は確認されず、
構造上問題は見られない。
その他経過観察の継続が必要

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵（転
落防
止）-8

27.0 m H=1.12m プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025
接合部の間詰材の欠損有り。ぐらつき等は確認されず、
構造上問題は見られない。
その他経過観察の継続が必要

B 低
予防保全
→事後保
全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

南上原
糸蒲公
園

地区 管理施設 柵

防護
柵
（ガー
ドパイ
プ）

10 箇所 H=0.80m 鋼製 2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

南上原
糸蒲公
園

地区 教養施設 慰霊塔
糸蒲
の塔

1 基
コンク
リート

2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

南上原
糸蒲公
園

地区 運動施設 園名版
園名
板

1 基 石 2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

南上原
糸蒲公
園

地区 修景施設 花壇 花壇 1 箇所 石積み 2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

2,987 670 1,033 2,100 0 160 2,080 0 20 1,880

概算費用合計（千円）： 10,930



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

久場児
童公園
1号

街区 園路広場 広場 広場 840 m2 芝 1989 36 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2009

久場児
童公園
1号

街区 休養施設 東屋 東屋 1 基
擬木コン
クリート

1989 36 47 57 × - 2025 柱・梁にひび割れが生じている。 B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2046

久場児
童公園
1号

街区 休養施設 ベンチ
ベンチ
1

4 基 鋼製 1989 36 15 30 × - 2025 全体的に劣化が進行している B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
1号

街区 休養施設 ベンチ
ベンチ
2

1 基 木製 1989 36 7 14 × - 2025 背もたれの破損あり。 C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2003 150 補修

久場児
童公園
1号

街区 休養施設 ベンチ
ベンチ
3

4 基
コンク
リート・
木

1989 36 7 14 × - 2025
座面が取り外されている。
更新が望ましい。

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2003 71 更新

久場児
童公園
1号

街区 休養施設 ベンチ
ベンチ
4

5 基
コンク
リート・
木

1989 36 7 14 × - 2025
全体的に劣化が進行している。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2003

久場児
童公園
1号

街区 遊戯施設
小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2018 7 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　利用禁止　※別途点検表参照
プラスチックにひび割れ・破損がある為早急な交換が必要。安全
領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。基礎露
出している為土の充填が必要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2054 750

修繕
+
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

久場児
童公園
1号

街区 遊戯施設 シーソー
シー
ソー

1 基
スチー
ル・FRP

1989 36 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　利用禁止　※別途点検表参照
基礎露出している為土の充填が必要。設置面に石ころが多数あ
り転倒した際危険な為除去が必要。支点部・腕部に腐食による孔
食があり早急な修繕が必要。上物部に摩耗・ひび割れ・破損があ
り修繕が必要。撤去更新検討が必要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2025 2,610 更新 50
再塗
装

100

スプ
リン
グ交
換

60
タイ
ヤ交
換

50
再塗
装

100

スプ
リン
グ交
換

60
タイ
ヤ交
換

50
再塗
装

100

スプ
リン
グ交
換

計画補修：再
塗装、スプリ
ング交換、タ
イヤ交換

久場児
童公園
1号

街区 遊戯施設 鉄棒
2連鉄
棒

1 基
スチー
ル

1989 36 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　※別途点検表参照
基礎土被り減少のため、土の充填が必要。
その他経過観察の継続が必要

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2025 900 更新 30
再塗
装

30
再塗
装

30
再塗
装

久場児
童公園
1号

街区 遊戯施設 砂場 砂場 1 箇所 ゴム・砂 1989 36 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　※別途点検表参照
安全領域の重複。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2025 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

久場児
童公園
1号

街区 運動施設
バスケッ
トゴール

バス
ケット
ゴール

1 箇所
コンク
リート舗
装・鋼製

2013 12 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2043

久場児
童公園
1号

街区 教養施設 ステージ
ステー
ジ

1 式
コンク
リート

2013 12 15 30 × - 2025
舗装面に異常は見られないが、雑草の繁茂により
利用しづらい状況。
除草等の維持管理を要する。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2043

久場児
童公園
1号

街区 教養施設 記念碑
記念
碑

1 式
コンク
リート

1989 36 15 30 × - 2025
特に異常は見られない。（経年劣化による変色の
み）

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 時計台
時計
台

1 基
ステンレ
ス・コン
クリート

1989 36 42 42 × - 2025
支柱等の構造上の問題は見られないが、時計板が
撤去されている状況

C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 柵 柵-1 14 m
擬木コン
クリート

1989 36 42 42 × - 2025
破損個所有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2031

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 柵 柵-2 40 m
擬木コン
クリート

1989 36 42 42 × - 2025
破損個所有り。簡易補修済み
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2031

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 フェンス
フェン
ス

59 m2 鋼製 1989 36 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 門扉 門扉 1 箇所 鋼製 1989 36 18 36 × - 2025
全体的に錆が発生している。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

久場児
童公園
1号

街区 管理施設
照明施
設

照明
灯

6 基
ステンレ
ス

1989 36 18 44 〇 2018 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2033

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 側溝
側溝-
1

22 m
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 土砂の堆積あり。構造上問題無し。 B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 側溝
側溝-
2

159 m
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
1号

街区 管理施設 集水桝
集水
桝

4 箇所
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

8,081 50 100 480 110 100 480 110 100 480

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量 主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 10,091

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

久場児
童公園
2号

街区 園路広場 広場 広場 840 m2
平板ブ
ロック

1989 36 10 20 × - 2025
段差が生じている（最大5ｃｍ）
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2009

久場児
童公園
2号

街区 遊戯施設 ブランコ
2連ブ
ランコ

1 基 鉄 2006 19 15 36 〇 2024 2025

総合判定B　※別途点検表参照
安全領域内に木がある為除根が必要。吊り部材
シャクルの緩み防止対策が必要。着座部交換済
み。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（3～5年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2042 100
計画
補修

100
計画
補修

100
計画
補修

100
計画
補修

計画補修：再
塗装、着座部
取替、吊り金
具・チェーン取
替

久場児
童公園
2号

街区 遊戯施設 滑り台 滑り台 1 基
鉄・ポリ
エチレン

2006 19 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域不足。基礎露出している為土の充填が必要。
継手金具・滑降部に腐食があり早急な修繕が必要。安
全領域内に石ころ・根っこがあり除去が必要。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2042 19,800 更新 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

久場児
童公園
2号

街区 休養施設 ベンチ ベンチ 5 基
鋼・プラ
擬木

2016 9 7 14 〇 2016 2025
全体的に錆が生じているが、利用上問題は無い。
経過観察の継続。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

久場児
童公園
2号

街区 休養施設
シェル
ター

シェル
ター

1 基 鋼製 1989 36 34 62 × - 2025
軽微な錆、塗装の剥がれが見られるが、利用上問
題は無い。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2051

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 擁壁 擁壁1 20.0 m2 平均H2.7m
コンク
リート

1989 36 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 擁壁 擁壁2 6.5 m2 平均H2.1m
コンク
リート

1989 36 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 擁壁 擁壁3 28.0 m2 平均H3.7m
コンク
リート

1989 36 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 擁壁 擁壁4 140.0 m2 平均H3.5m
間知ブ
ロック

1989 36 40 40 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2029

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 階段 階段 3 箇所
コンク
リート

2016 9 15 30 〇 2016 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2046

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 柵
フェン
ス-1

1 箇所 鋼製 2012 13 18 36 〇 2012 2025
部分的な破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 柵
フェン
ス-2

1 箇所 鋼製 2012 13 18 36 〇 2012 2025
部分的な破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 柵 柵 7 ｍ
擬木コン
クリート

1989 36 42 42 × - 2025
破損個所有り。
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2031

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 引込柱
引込
柱

1 式
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 側溝 側溝 14 m
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

久場児
童公園
2号

街区 管理施設 集水桝
集水
桝

1 基
コンク
リート

1989 36 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

19,900 0 0 250 0 0 250 0 0 250

設置
年度

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）

使用見
込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 20,650

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

津覇児
童公園

街区 園路広場 園路 園路 201.5 m2
インター
ロッキン
グ

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

津覇児
童公園 街区 園路広場 広場 広場 321.1 m2 芝生 1995 30 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2015

津覇児
童公園

街区 遊戯施設
小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基 鉄・FRP 1995 30 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要があ
る。滑り台裏面に腐食がある為早急な修繕又交換が必
要。ボルトキャップ破損があり交換が必要。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 300 修繕 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

津覇児
童公園

街区 遊戯施設 砂場 砂場 1 箇所
ゴム・コ
ンクリー
ト・砂

1995 30 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要
がある。砂場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。
※一週間に数回程度清掃を行うのが望ましい。砂が硬く
なっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

津覇児
童公園

街区 休養施設
シェル
ター

シェル
ター

1 基
コンク
リート

1995 30 47 57 × - 2025
軽微なひび割れ、塗装の剥がれが見られるが、利
用上問題は無い。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2052

津覇児
童公園 街区 休養施設 ベンチ ベンチ 6 基

木・コン
クリート

1995 30 7 14 〇 2016 2025 座面の破損個所あり。要補修。 C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2009 150
座面
補修

津覇児
童公園 街区 便益施設 便所 便所 1 箇所 ＲＣ造 1995 30 50 60 〇 2016 2025

経年劣化による塗装の剥がれが見られるが、構造
上問題は無い。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2055

津覇児
童公園 街区 便益施設 水飲み

水飲
み

1 基
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025
桝蓋が設置されていない。
構造上問題無し。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

津覇児
童公園 街区 管理施設 擁壁 擁壁 58.2 m2 平均H0.75m

空洞ブ
ロック

1995 30 40 40 × - 2025
破損個所有り。
民地に隣接しているため、修繕を要する。

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2035 47 補修

津覇児
童公園 街区 管理施設 フェンス

フェン
ス

68 ｍ 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025
破損個所有り。
民地に隣接しているため、修繕を要する。

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

補修
（上
記に
含）

津覇児
童公園 街区 管理施設 車止め 車止め 2 基

ステンレ
ス

1995 30 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。※1基は取り外されている、 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2054

津覇児
童公園 街区 管理施設 照明灯

照明
灯

4 基
ステンレ
ス・鋼

1995 30 18 44 〇 2011 2025
灯具破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2039 234
灯具
設置

津覇児
童公園 街区 管理施設 園名板

園名
板

1 基 石 1995 30 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2052

津覇児
童公園 街区 管理施設 側溝 側溝 5.7 ｍ

コンク
リート

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

津覇児
童公園 街区 管理施設

引込み
柱

引込
み柱

1 基
ステンレ
ス・鋼

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

4,331 50 50 350 50 50 350 50 50 350

概算費用合計（千円）： 5,681

長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

経
過
年
数

処分
制限
期間
など

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無設置

年度
公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況 健全度緊急度 維持保全 補修

北浜児
童公園

街区 園路広場 園路 園路 30.2 m2
アスファ
ルト

1995 30 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2015

北浜児
童公園 街区 園路広場 階段 階段 1.6 ｍ

コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

北浜児
童公園

街区 休養施設 パーゴラ
パーゴ
ラ

1 箇所
コンク
リート

1995 30 47 47 × - 2025
経年劣化による変色、軽微なひび割れが見られる
が、構造上問題は無い。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

北浜児
童公園

街区 休養施設 ベンチ ベンチ 2 基 木・鋼材 1995 30 7 14 × - 2025
全体的に劣化が進行し、利用できない状態。
要更新

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2009 72 更新

北浜児
童公園

街区 遊戯施設
小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
木・ステ
ンレス

1995 30 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要があ
る。支柱部・梁部・手すり・柵部・継ぎ手金具に腐食による
孔食があり早急な修繕が必要。滑り台継ぎ手金具に腐食
があり交換が必要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 5,250 更新 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

北浜児
童公園 街区 遊戯施設 砂場 砂場 1 基

コンク
リート・
ゴム

1995 30 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要
がある。砂場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。
※一週間に数回程度清掃を行うのが望ましい。砂が硬く
なっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

北浜児
童公園 街区 便益施設 駐車場

駐車
場

1 箇所
コンク
リート

1995 30 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2015

北浜児
童公園 街区 便益施設 便所 便所 1 基 RC造 1995 30 50 60 × - 2025 特に異常は見られない。※入口は施錠されている。 B 低 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2055

北浜児
童公園 街区 便益施設 水飲み

水飲
み

1.0 基
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

北浜児
童公園 街区 管理施設 擁壁 擁壁 30.2 m2 平均H3.7m

コンク
リートブ
ロック

1995 30 40 40 × - 2025
灯具破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2035

北浜児
童公園 街区 管理施設 30.2 m2 平均H0.75m

コンク
リート

1995 30 50 50 × - 2025
灯具破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2045

北浜児
童公園 街区 管理施設 フェンス

フェン
ス

44.4 ｍ 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025
全体的に劣化が進行している。
撤去もしくは更新が望ましい。

D 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031 977
撤去
更新

北浜児
童公園 街区 管理施設 側溝 側溝 52.8 ｍ

コンク
リート

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

北浜児
童公園 街区 管理施設 集水桝

集水
桝

1 基
コンク
リート

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

北浜児
童公園 街区 管理施設 照明灯

照明
灯

3 基
ステンレ
ス・鋼

1995 30 18 44 × - 2025
灯具破損個所あり
全体的に利用に支障をきたすと判断される時点で
更新とする。

C 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2039 234
灯具
設置

北浜児
童公園 街区 管理施設 案内板

案内
板

1 基
鉄・プラ
スチック

1995 30 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

8,922 1,261 50 350 50 50 350 50 50 350

概算費用合計（千円）： 11,483

長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間

健全度調査
管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無設置

年度
公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体
的
施設
名称

数量
規模

主要
部材
【選択】



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

添石児
童公園

街区
園路広
場

広場 広場-1 900.0 m2 芝 1997 28 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2017

添石児
童公園

街区
園路広
場

広場 広場-2 460.0 m2 芝 1997 28 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2017

添石児
童公園

街区
休養施
設

東屋 東屋 1 箇所 ＰＣ擬木 1997 28 47 47 × - 2025

一部瓦の破損・梁のひび割れが生じている。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2044

添石児
童公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 6 基
コンク
リート

1997 28 47 47 × - 2025
経年劣化による変色等が見られるが利用上問題は
無い。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

添石児
童公園

街区
遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
木材・
FRP

2018 7 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要
がある。ゴム枠腐朽・破損がある為修繕又交換が必要。
砂場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。※一週
間に数回程度清掃を行うのが望ましい。砂が硬くなって
いる為ほごす必要がある。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2054 300 修繕 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

添石児
童公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 基
ゴム・コ
ンクリー
ト

1997 28 15 36 〇 2024 2025
総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要
がある。その他経過観察の継続。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2033 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

添石児
童公園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1 箇所
コンク
リート

1997 28 15 30 × - 2025
蛇口無し
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

添石児
童公園

街区
便益施
設

便所 便所 1 基 ＲＣ造 1997 28 47 57 × - 2025

一部瓦の破損が生じている。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2054

添石児
童公園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 基
コンク
リート

1997 28 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

添石児
童公園

街区
管理施
設

擁壁 擁壁 24.5 m2 平均H3.7m
コンク
リート

1997 28 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2047

添石児
童公園

街区
管理施
設

柵 柵 140.5 m2 平均H0.75mＰＣ擬木 1997 28 42 42 × - 2025

一部瓦の破損が生じている。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

添石児
童公園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

31.4 ｍ 鋼 1997 28 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2033

添石児
童公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 14 基
コンク
リート

1997 28 42 42 × - 2025

部分的な欠損あり。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

添石児
童公園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 6 基
ステンレ
ス・鋼

1997 28 18 44 × - 2025
経年劣化が見られるが利用上問題ない。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2041

添石児
童公園

街区
管理施
設

側溝 側溝 72.4 m2
コンク
リート

1997 28 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

添石児
童公園

街区
管理施
設

集水桝 集水桝 1 箇所
コンク
リート

1997 28 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

3,900 50 50 350 50 50 350 50 50 350

概算費用合計（千円）： 5,250

長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

2035年

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無設置

年度
公園名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

登又児
童公園

街区
園路広
場

広場 広場1 30.2 m2 土・芝 1997 28 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2017

登又児
童公園

街区
園路広
場

広場 広場2 1.6 ｍ 石張 1997 28 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

登又児
童公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 1 箇所 ＰＣ擬木 1997 28 47 47 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2044

登又児
童公園 街区

遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
木材・
FRP

1997 28 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。支
柱部・梁部・手すり・柵部・継ぎ手金具に腐食による孔食があり
早急な修繕が必要。滑り台継ぎ手金具に腐食があり交換が必
要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点で更新
する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2033 10,350 更新 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

登又児
童公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 基
コンク
リート・
ゴム

1997 28 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要があ
る。砂場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。※一週間
に数回程度清掃を行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほ
ごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点で更新
する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2033 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

登又児
童公園 街区

便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1997 28 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

登又児
童公園 街区

管理施
設

擁壁 擁壁 1 箇所
コンク
リート

1997 28 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2047

登又児
童公園 街区

管理施
設

フェンス
フェン
ス

1 基 鋼材 1997 28 18 36 〇 2018 2025
変形箇所あり。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2033

登又児
童公園 街区

管理施
設

車止め 車止め 1 基
コンク
リート

1997 28 42 42 × - 2025 取り外された状態。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

登又児
童公園 街区

管理施
設

照明灯
照明
灯

4 基 平均H3.7m
ステンレ
ス・鋼材

1997 28 18 36 × - 2025
軽微な錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2033

登又児
童公園 街区

管理施
設

側溝 側溝 30.2 m2 平均H0.75m
コンク
リート

1997 28 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

登又児
童公園 街区

管理施
設

集水桝
集水
桝

1 基
コンク
リート

1997 28 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

登又児
童公園 街区

管理施
設

園名板
園名
板

1 基
コンク
リート

1997 28 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

13,950 50 50 350 50 50 350 50 50 350

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 15,300

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

北上原
児童公
園

街区
園路広
場

園路 園路 84.3 m2
アスファ
ルト

1998 27 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2018

北上原
児童公
園

街区
遊戯施
設

滑り台 滑り台 1 基
木材・ス
テンレス

1998 27 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必
要がある。その他経過観察の継続。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2034 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

2,250 更新

北上原
児童公
園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 基
コンク
リート・
ゴム

1998 27 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が滑り台と重複している為区分けをする必要がある。
ゴム枠腐朽・破損がある為修繕又交換が必要。砂場内に雑草
が伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度清掃を
行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2034 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

北上原
児童公
園

街区
便益施
設

便所 便所 1 箇所 ＲＣ造 1998 27 50 60 〇 2015 2025
経年劣化による変色・ひび割れが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2058

北上原
児童公
園

街区
便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1998 27 15 30 〇 2021 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

駐車場
駐車
場

1 箇所
コンク
リート

1998 27 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

花壇 花壇 1 箇所
コンク
リート

1998 27 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

照明灯
照明
灯

4 基
ステンレ
ス・鋼材

1998 27 18 36 × - 2025
軽微な錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2042

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

179 m2 鋼材 1998 27 18 36 × - 2025
軽微な錆・変形が生じている。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

車止め
車止め
①

3.0 基
コンク
リート

1998 27 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2040

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

車止め
車止め
②

2.0 基
ステンレ
ス

1998 27 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

園名板
園名
板

1.0 基 ＰＣ擬木 1998 27 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2040

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

側溝 側溝 105 ｍ
コンク
リート

1998 27 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

北上原
児童公
園

街区
管理施
設

集水桝
集水
桝

2 基
コンク
リート

1998 27 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

3,750 50 50 200 50 50 200 50 2,300 50

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 6,750

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

浜児童
公園

街区
園路広
場

園路 園路 109.6 m2
ゴムチッ
プ舗装

1999 26 10 20 × - 2025
目地に雑草が入り込み不陸の原因と
なっている。園路の平坦性が確保できて
いないため更新もしくは撤去が望ましい。

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019 3,460 修繕

浜児童
公園

街区
園路広
場

広場
広場
①

47.1 m2
ゴムチッ
プ舗装

1999 26 10 20 × - 2025
目地に雑草が入り込み不陸の原因と
なっている。園路の平坦性が確保できて
いないため更新もしくは撤去が望ましい。

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019 1,480 修繕

浜児童
公園

街区
園路広
場

広場
広場
②

625 m2 芝 1999 26 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2019

浜児童
公園

街区
遊戯施
設

ベンチ ベンチ 2 ｍ ＰＣ擬木 1999 26 47 47 × - 2025 経年劣化による変色が見られるが利用上問題ない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2046

浜児童
公園

街区
便益施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
木材・ス
テンレス

1999 26 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。頭
部胴体の挟み込みが考えられる為対策が必要。支柱部・床部・
階段踏板・手すり・柵部に腐朽・破損があり早急な修繕が必要。
ブランコの吊り金具・吊り部材に腐食・破損があ体的に腐朽・腐食
が激しい為撤去更新の検討。使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2035 10,440 更新 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

浜児童
公園 街区

遊戯施
設

砂場 砂場 1 基
コンク
リート・ゴ
ム

1999 26 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要があ
る。ゴム枠腐朽・破損がある為修繕又交換が必要。砂場内に雑
草が伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度清掃
を行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2035 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

浜児童
公園

街区
便益施
設

便所 便所 1 箇所 ＲＣ造 1999 26 50 60 〇 2016 2025
経年劣化によるひび割れが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2059

浜児童
公園

街区
管理施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1999 26 15 30 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2029

浜児童
公園

街区
管理施
設

照明灯
照明
灯

4 基
ステンレ
ス・鋼材

1999 26 18 36 × - 2025
軽微な錆・変形が生じている。
経過観察の継続

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2043

浜児童
公園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

85.9 m2 鋼材 1999 26 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2035

浜児童
公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 1.0 基 ゴム 1999 26 42 42 × - 2025
経年劣化による変色・ひび割れが生じている。
経過観察の継続

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2041

浜児童
公園

街区
管理施
設

園名板
園名
板

1.0 基 ＰＣ擬木 1999 26 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2041

14,040 4,990 50 350 50 50 350 50 50 350

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 20,330

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

泊児童
公園

街区
園路広
場

園路 園路 81.3 m2
カラーア
スファル
ト

2000 25 10 20 × - 2025
全体的にひび割れが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2020

泊児童
公園

街区
休養施
設

東屋 東屋 1.0 箇所 ＰＣ擬木 2000 25 47 57 × - 2025
柱にひび割れが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2057

泊児童
公園

街区
遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 箇所
木材・ス
テンレス

2000 25 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。頭
部胴体の挟み込みが考えられる為対策が必要。支柱部・床部・
階段踏板・手すり・柵部に腐朽・破損があり早急な修繕が必要。
ブランコの吊り金具・吊り部材に腐食・破損があ体的に腐朽・腐
食が激しい為撤去更新の検討。使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

泊児童
公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 箇所
コンク
リート・
ゴム

2000 25 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要があ
る。ゴム枠腐朽・破損がある為修繕又交換が必要。砂場内に雑
草が伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度清
掃を行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要があ
る。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

泊児童
公園

街区
便益施
設

駐車場
駐車
場

1 箇所
アスファ
ルト

2000 25 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

泊児童
公園 街区

遊戯施
設

水飲み
水飲
み

1 基 ＰＣ擬木 2000 25 15 30 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

泊児童
公園 街区

管理施
設

照明灯
照明
灯

3 箇所
ステンレ
ス・鋼

2000 25 18 44 × - 2025
部分的な錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2044

泊児童
公園 街区

管理施
設

柵 柵 47 m2 ＰＣ擬木 2000 25 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

泊児童
公園 街区

管理施
設

車止め
車止め
①

9 基
コンク
リート

2000 25 42 42 × - 2025
複数取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

泊児童
公園 街区

管理施
設

車止め
車止め
②

8.0 基
ステンレ
ス

2000 25 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2059

泊児童
公園 街区

管理施
設

慰霊碑
慰霊
碑

1.0 基
コンク
リート・
石材

2000 25 38 57 × - 2025
経年劣化による変色・ひび割れが生じている。
経過観察の継続

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2057

0

0

3,900 50 50 350 50 50 350 50 50 350

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 5,250

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

和宇慶
児童公
園

街区
園路広
場

園路 園路 29.4 m2
タイル張
り

2000 25 15 30 × - 2025

部分的にタイルの欠損が見られるが、利用上問題な
い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

和宇慶
児童公
園

街区
園路広
場

広場 広場 750.0 m2 芝 2000 25 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2020

和宇慶
児童公
園

街区
修景施
設

花壇 花壇 31 m
コンク
リート

2000 25 10 24 〇 2024 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2020

和宇慶
児童公
園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 箇所
コンク
リート・ゴ
ム

2000 25 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域不足。ゴム枠腐朽・剝がれがある為修繕又
交換が必要。砂場内に雑草が伸びてきている為、除
草が必要。※一週間に数回程度清掃を行うのが望
ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

和宇慶
児童公
園

街区
便益施
設

便所 便所 1 箇所 RC造 2000 25 50 60 × - 2025

経年劣化による変色、軽微なひび割れが生じているが利
用上問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2060

和宇慶
児童公
園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1 基
コンク
リート

2000 25 15 30 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

134 m 鋼 2000 25 18 36 × - 2025
経年劣化によ錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2036

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 基
コンク
リート擬
木

2000 25 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

側溝 側溝 58 m
コンク
リート

2000 25 20 30 × - 2025
部分的にずれが生じている。排水機能の低下が考
えられる。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

集水桝 集水桝 1.0 箇所
コンク
リート

2000 25 20 30 × - 2025
経年劣化による変色・ひび割れが生じている。
経過観察の継続

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 3.0 基
ステンレ
ス・鋼

2000 25 18 36 × - 2025
経年劣化による錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2044

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

門扉 門扉 2.0 箇所 鋼 2000 25 18 36 × - 2025 破損、もしくは取り外された状態。 C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2036

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

車止め
車止め
①

1 基
コンク
リート

2000 25 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

和宇慶
児童公
園

街区
管理施
設

車止め
車止め
②

2 基 鋼 2000 25 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2036

3,600 50 50 50 50 50 50 50 50 50

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 4,050

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

ちゅら
ばる公
園

街区
園路広
場

園路 園路 183.0 m2
アスファ
ルト

2012 13 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2032

ちゅら
ばる公
園

街区
園路広
場

ベンチ ベンチ 12.0 基
鋼・合成
樹脂

2012 13 10 20 × - 2025

経年劣化による変色・塗装剥離等が見られるが利用
上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2032

ちゅら
ばる公
園

街区
遊戯施
設

滑り台 滑り台 1 基
鉄・ポリ
エチレン

2012 13 15 36 〇 2024 2025
総合判定C　　※別途点検表参照
基礎露出している為土の充填が必要。支柱地際部に
腐食があり対策が必要。その他経過観察の継続。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2048 130 修繕 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

ちゅら
ばる公
園

街区
遊戯施
設

シーソー
シー
ソー

1 基 鉄・FRP 2012 13 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　　※別途点検表参照
支柱部・梁部に腐食があり対策が必要。スイングクリ
アランスの調整が必要。その他経過観察の継続。

B 中 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2048 210
計画
補修

150
計画
補修

100
計画
補修

60
計画
補修

50
計画
補修

150
再塗
装

50
計画
補修

計画補修：再
塗装、スプリン
グ交換、タイヤ
交換

ちゅら
ばる公
園

街区
遊戯施
設

4連ブラ
ンコ

4連ブ
ランコ

1 基 鉄 2012 13 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　　※別途点検表参照
設置面にくぼみがある為土の充填が必要。その他経
過観察の継続。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（3～5年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2048 280
計画
補修

100
計画
補修

180 100
計画
補修

100
計画
補修

計画補修：再
塗装、着座部
取替、吊り金
具・チェーン取
替

ちゅら
ばる公
園

街区
便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

2012 13 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2042

ちゅら
ばる公
園

街区
管理施
設

花壇 花壇 1 箇所
コンク
リート

2012 13 20 30 × - 2025
特に異常は見られない。
現在は花壇として利用されていない。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2042

ちゅら
ばる公
園

街区
管理施
設

照明灯
照明
灯

4 基
アルミ・
鋼

2012 13 18 44 × - 2025
ポールの変形箇所あり。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時
点で補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2056

ちゅら
ばる公
園

街区
管理施
設

柵 柵 107 m
擬木コン
クリート

2012 13 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2054

ちゅら
ばる公
園

街区
管理施
設

園名板
園名
板

1.0 基 アルミ 2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

ちゅら
ばる公
園

街区
管理施
設

車止め 車止め 4.0 基 鋼 2012 13 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2048

620 0 0 400 100 240 300 0 150 300

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 2,110

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

ゆら
てぃく公
園

街区
園路広
場

園路 園路 11.0 m2
透水性
舗装

2008 17 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

ゆら
てぃく公
園

街区
園路広
場

広場 広場 900.0 m2
芝ブロッ
ク

2008 17 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

ゆら
てぃく公
園

街区
修景施
設

花壇 花壇 10 箇所
境界ブ
ロック

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

ゆら
てぃく公
園

街区
遊戯施
設

ベンチ ベンチ 6 基
プラス
チック

2008 17 22 33 × - 2025
経年劣化による変色・錆が生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2041

ゆら
てぃく公
園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1 基
コンク
リート

2008 17 15 30 〇 2023 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

ゆら
てぃく公
園

街区
便益施
設

照明灯 照明灯 4 基
ステンレ
ス

2008 17 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2052

ゆら
てぃく公
園

街区
管理施
設

擁壁 擁壁 94 ｍ
コンク
リート

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

ゆら
てぃく公
園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 基
プラス
チック

2008 17 22 33 × - 2025
表示板の劣化が進行している。更新が望ましい。
構造上問題無し。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2041

ゆら
てぃく公
園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

34 m 2008 17 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 0

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

新世公
園

街区
園路広
場

園路 園路 7.8 m2 石張 1996 29 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園

街区
園路広
場

階段
階段
①

5.7 m
タイル張
り

1996 29 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園

街区
園路広
場

階段
階段
②

7 m
コンク
リート

1996 29 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区

園路広
場

スロープ
スロー
プ

6 m
コンク
リート

1996 29 15 30 × - 2025
経年劣化による変色・錆が生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園

街区
園路広
場

広場
広場
①

1 箇所 芝 1996 29 15 30 〇 2023 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区

園路広
場

広場
広場
②

1 箇所 芝 1996 29 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区

便益施
設

便所 便所 1 箇所 RC造 1996 29 50 60 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2056

新世公
園 街区

園路広
場

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1996 29 20 30 × - 2025

水飲み本体に特に異常は見られない。土間タイル
の破損有り。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区

管理施
設

擁壁
擁壁
①

98 m2
コンク
リート

1996 29 50 60 × - 2025
表示板の劣化が進行している。更新が望ましい。
構造上問題無し。

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2056

新世公
園 街区

管理施
設

擁壁
擁壁
②

19.0 m2
コンク
リートブ
ロック

1996 29 40 48 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2044

新世公
園 街区

管理施
設

擁壁
擁壁
③

6.1 m2
コンク
リート

1996 29 50 60 × - 2025
表示板の劣化が進行している。更新が望ましい。
構造上問題無し。

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2056

新世公
園 街区

管理施
設

擁壁
擁壁
④

31.5 m2
コンク
リート

1996 29 50 60 × - 2025
表示板の劣化が進行している。更新が望ましい。
構造上問題無し。

A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2056

新世公
園 街区

管理施
設

擁壁
擁壁
⑤

40 m2
コンク
リートブ
ロック

1996 29 50 60 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2056

新世公
園 街区

管理施
設

フェンス
フェン
ス

30 m 鋼材 1996 29 18 36 × - 2025
全体的な錆、接合部の破損が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2032

新世公
園 街区

管理施
設

手摺り 手摺り 6.2 m
ステンレ
ス

1996 29 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2055

新世公
園 街区

管理施
設

側溝 側溝 176 m
コンク
リート

1996 29 20 30 × - 2025
部分的に破損が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区 管理施設 照明灯

照明
灯

6 基 鋼管 1996 29 18 44 × - 2025
経年劣化による変色・錆が生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2040

新世公
園 街区 管理施設 園名板

園名
板

1 箇所
コンク
リート

1996 29 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2053

新世公
園 街区 管理施設 集水桝

集水
桝

6 箇所
コンク
リート

1996 29 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2026

新世公
園 街区 管理施設 引込柱

引込
柱

1 箇所
コンク
リート

1996 29 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2032

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 0

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

さくら公
園

街区
園路広
場

園路 園路 44.8 ｍ 石張 2008 17 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
園路広
場

広場 広場 28.0 m2 タイル 2008 17 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
園路広
場

階段 階段 2 m
コンク
リート

2008 17 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 1 基
コンク
リート

2008 17 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
修景施
設

花壇 花壇 1 箇所
コンク
リート

2008 17 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

さくら公
園

街区
遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基 鉄 2008 17 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。基
礎露出している為土の充填が必要。継手金具・吊り金具に摩
耗・腐食による孔食があり早急な修繕が必要。全体的に摩耗・
腐食が激しい為撤去更新の検討。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2044 4,410 更新 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

さくら公
園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 箇所
ゴム・コ
ンクリー
ト・砂

2008 17 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が複合遊具と重複している為区分けをする必要があ
る。砂場枠にひび割れ・破損がある為修繕が必要。砂場内に雑
草が伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度清
掃を行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要があ
る。砂場枠がコンクリートの為緩衝材取付の設置が望ましい。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2044 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

さくら公
園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1 基
コンク
リート

2008 17 18 36 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

さくら公
園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 箇所
コンク
リート

2008 17 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2050

さくら公
園

街区
管理施
設

車止め 車止め 2.0 基
コンク
リート

2008 17 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2050

さくら公
園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 4.0 基
ステンレ
ス・鋼

2008 17 18 44 × - 2025
経年劣化による錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2052

さくら公
園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス①

60.8 m 鋼材 2008 17 18 36 × - 2025
経年劣化による錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

さくら公
園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス②

48 m 鋼材 2008 17 18 36 × - 2025
経年劣化による錆が生じている。
経過観察の継続

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

さくら公
園

街区
管理施
設

側溝 側溝① 158 m
コンク
リート

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
管理施
設

側溝 側溝② 34.7 m
コンク
リート

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区
管理施
設

擁壁 擁壁① 35.4 m2
コンク
リート

2008 17 50 60 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2068

さくら公
園

街区 管理施設 擁壁 擁壁② 98.6 m2
コンク
リート

2008 17 50 60 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2068

さくら公
園

街区 管理施設 集水桝 集水桝 2 箇所
コンク
リート

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

さくら公
園

街区 管理施設 引込柱 引込柱 1 箇所
ステンレ
ス・鋼

2008 17 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2038

8,010 50 50 350 50 50 350 50 50 350

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 9,360

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

かりゆ
し公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 2.0 基 擬木 2000 25 10 20 × - 2025
経年劣化による変色あり。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2020

かりゆ
し公園

街区
遊戯施
設

コーヒー
カップ

コー
ヒー
カップ

1 基 鉄、FRP 2000 25 20 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域が砂場と重複している為区分けをする必要がある。支柱
部・プラスチックに腐食・摩耗・ひび割れ・破損がある為早急修繕又
交換が必要。全体的に摩耗・ひび割れ・破損が激しい為撤去更新の
検討。使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 1,350 更新 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

かりゆ
し公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場① 1 基
コンク
リート・ゴ
ム

2000 25 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域がコーヒーカップ遊具と重複している為区分けをする必要
がある。砂場枠がコンクリートの為緩衝材取付の設置が望ましい。砂
場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度
清掃を行うのが望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

かりゆ
し公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場② 1 基
コンク
リート・ゴ
ム

2000 25 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
ゴム枠剝がれ・破損がある為修繕又交換が必要。砂場内に雑草が
伸びてきている為、除草が必要。※一週間に数回程度清掃を行うの
が望ましい。砂が硬くなっている為ほごす必要がある。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036 3,600 更新 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

かりゆ
し公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 3 基 擬木 2000 25 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2033

かりゆ
し公園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 1 基
ステンレ
ス、鋼材

2000 25 15 36 × - 2025
経年劣化による変色・腐食が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・更
新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2036

かりゆ
し公園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

135 m
コンク
リート

2000 25 18 36 × - 2025
部分的に錆・変形が見られるが構造上問題無し。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・更
新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2036

かりゆ
し公園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1 基
コンク
リート

2000 25 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2030

8,550 100 100 150 100 100 150 100 100 150

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用

見込
み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 9,600

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

勢理奏
原公園

街区
便益施
設

水飲み 水飲み 1.0 基
コンク
リート

1997 28 15 30 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

勢理奏
原公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 3.0 基
木材・鋼
材

1997 28 7 14 × - 2025
経年劣化による塗装劣化・錆あり。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2011

勢理奏
原公園

街区
管理施
設

フェンス
フェン
ス

76 m 鋼材 1997 28 18 36 × - 2025
破損・錆が生じているが、公園利用上の緊急性は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補
修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2033

勢理奏
原公園

街区
管理施
設

側溝 側溝 78 m
コンク
リート

1997 28 20 30 × - 2025
一部でずれが生じているが、構造上問題無し。
日常管理で落ち葉除去が望ましい。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

勢理奏
原公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 2 基
ステンレ
ス

1997 28 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2056

勢理奏
原公園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 基
コンク
リート・レ
ンガ

1997 28 42 42 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2039

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 0

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

パシ
フィック
シティ
公園

街区
園路広
場

広場 広場 2 基 芝 1998 27 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2018

パシ
フィック
シティ
公園

街区
遊戯施
設

滑り台 滑り台 1 基 アルミ 1998 27 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
階段段差・手すりに頭部胴体の挟み込みが考えられる為
対策が必要。安全領域不足の為安全領域が確保できる
位置に移設する必要がある。基礎露出している為土の充
填が必要。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2034 4,050 更新 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

パシ
フィック
シティ
公園

街区
遊戯施
設

2連ブラ
ンコ

2連ブ
ランコ

1 基 アルミ 1998 27 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域不足。基礎露出している為土の充填が必
要。吊り金具・吊り部材に腐食・摩耗・回転不良・破
損があり交換が必要。※吊り金具・吊り部材・着座
部推奨交換サイクル3～5年。※使用禁止処置済
み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2034 4,410 更新 100
再塗
装

100
再塗
装

100
再塗
装

パシ
フィック
シティ
公園

街区
遊戯施
設

砂場 砂場 1 基 アルミ 1998 27 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
安全領域が滑り台と重複している為区分けをする必要が
ある。砂場内に雑草が伸びてきている為、除草が必要。※
一週間に数回程度清掃を行うのが望ましい。砂が硬くなっ
ている為ほごす必要がある。砂場枠がコンクリートの為緩
衝材取付の設置が望ましい。

C 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・砂補填（1年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2034 50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

50
砂補
填

2,000 更新

パシ
フィック
シティ
公園

街区
便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
ステンレ
ス

1998 27 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2028

パシ
フィック
シティ
公園

街区
管理施
設

擁壁 擁壁 3 基
コンク
リート

1998 27 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2048

パシ
フィック
シティ
公園

街区
管理施
設

門扉 門扉 1 基 鋼材 1998 27 18 36 × - 2025
ゆがみが生じているが、公園利用上の緊急性は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

パシ
フィック
シティ
公園

街区
管理施
設

照明灯
照明
灯

134.9 m
ステンレ
ス・木材

1998 27 18 44 × - 2025
支柱に傾きが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2042

8,510 50 50 300 50 50 300 50 2,000 250

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 11,610

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

園路広
場

園路 園路 174.2 m 石張 1994 31 15 30 × - 2025
部分的に石材のずれ、亀裂が生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2024

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

園路広
場

階段 階段 6.0 箇所 石張り 1994 31 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2024

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

園路広
場

広場 広場 18 m2 石張り 1994 31 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2024

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1994 31 15 30 × - 2025
構造上の問題は無いが、雑草・落ち葉の堆積により利用
できない状況
日常管理での清掃が望まれる。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2024

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

管理施
設

擁壁 擁壁 254 m2 石積み 1994 31 40 40 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2034

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

管理施
設

園名板
園名
板

1 基 石灰岩 1994 31 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2051

伊舎堂
農村公
園

街区
(農
村)

管理施
設

記念碑
記念
碑

1 基 石張り 1994 31 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2051

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 0

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

伊集農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

広場 広場 300.0 m2 土・芝 1995 30 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2015

伊集農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

階段
階段
①

1.8 m
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

階段
階段
②

3 m
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

階段
階段
③

10 m
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

便所 便所 1 基
PC擬木
パネル

1995 30 50 60 × - 2025
経年劣化が見られるが、日常的に管理されており利用
上問題ない。
経過観察の継続

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2055

伊集農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

水飲み
水飲
み

1 基
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025
構造上の問題は無いが、公園利用者が利用しずらい状
況

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

駐車場
駐車
場

1 基
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

ベンチ ベンチ 3 基
コンク
リート

1995 30 47 47 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

擁壁
擁壁
①

145 m2 平均H3.2
コンク
リート

1995 30 40 40 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2035

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

擁壁
擁壁
②

58.4 m2 平均H2.4
コンク
リート

1995 30 40 40 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2035

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

フェンス
フェン
ス①

39.3 m H1200 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

フェンス
フェン
ス②

26.9 m H1200 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

側溝 側溝 9 m
コンク
リート

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

伊集農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

照明灯
照明
灯

1 基
ステンレ
ス、鋼

1995 30 18 44 × - 2025
経年劣化が見られるが、利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点
で補修・更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2039

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 0

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する

長寿命化に向
けた特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

新垣農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

園路 園路 131.6 m
アスファ
ルト

1995 30 10 20 × - 2025
ひび割れ有り、雑草が入り込んでいる
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2015

新垣農
村公園

街区
(農
村)

園路広
場

階段 階段 3.0 箇所
タイル張
り

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

新垣農
村公園

街区
(農
村)

遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
木材・ス
テンレス

1995 30 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
安全領域を確保できる位置へ境界柵の移設が必要。階
段段差・手すりに頭部胴体の挟み込みが考えられる為対
策が必要。梁部・横架材・支柱地際部に腐朽・ひび割れ・
破損がある為修繕又交換が必要。全体的に腐朽・ひび割
れが激しい為撤去更新の検討。使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 14,940 修繕 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

新垣農
村公園

街区
(農
村)

遊戯施
設

スプリン
グ遊具

スプリ
ング遊
具

1 基 木材 1995 30 15 36 〇 2024 2025 撤去済み、基礎のみ - - 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 864 更新 170
部品
交換

170
部品
交換

170
部品
交換

再塗装、内
部機構取替

新垣農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

便所 便所 1 箇所 RC造 1995 30 50 50 × - 2025

軽微なひび割れ、瓦の破損・雑草の混入が見られるが利
用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2055

新垣農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

水飲み 水飲み 1 基
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025
蛇口が取り外されている。
構造上問題無し。

A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

新垣農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

ベンチ ベンチ 3 基
コンク
リート

1995 30 47 47 × - 2025
経年劣化が見られるが、利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

新垣農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

ベンチ ベンチ 5 基
コンク
リート

1995 30 47 47 × - 2025
経年劣化が見られるが、利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

新垣農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

テ－ブル
ベンチ

テ－ブ
ルベン
チ

2 基
コンクリ
－ト擬木

1995 30 47 47 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

新垣農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

シェル
ター

シェル
ター

2.0 基
コンク
リート擬
木

1995 30 47 47 × - 2025
軽微なひび割れが見られるが、利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

新垣農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

東屋 東屋 1.0 基 RC造 1995 30 47 47 × - 2025

軽微なひび割れ、瓦の破損が見られるが利用上問
題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2042

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

擁壁 擁壁 224.1 m
コンク
リート

1995 30 40 40 × - 2025
目地部分に開きが生じている。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2035

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

フェンス
フェン
ス

279 m 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025
部分的な破損が見られる。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

側溝 側溝 166 m
コンク
リート

1995 30 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

集水桝 集水桝 2.0 基
コンク
リート

1995 30 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

照明灯 照明灯 7 基
ステンレ
ス・鋼

1995 30 20 36 〇 2018 2025
1箇所破損有り。（基礎部分のみ）要更新
その他照明について、著しい破損等で安全面が考
慮できなくなった時点で補修・更新とする。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2031 563 更新

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

園名板 園名板 1 基 石灰岩 1995 30 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2052

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

手摺り 手摺り 3 m 鋼材 1995 30 18 36 × - 2025
経年劣化による錆が生じているが利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

倉庫 倉庫 1 箇所 RC造 1995 30 50 50 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2045

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

門扉 門扉 2 基
アルミ・
鋼材

1995 30 24 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2031

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

引込柱 引込柱 1 基
コンクリ
－ト

1995 30 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2031

新垣農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

バック
ネット

バック
ネット

1 基 鋼材 1995 30 15 30 × - 2025
錆や部分的な変形が見られるが利用上問題ない。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で
補修・更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2025

16,367 0 0 470 0 0 470 0 0 470

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 17,777

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

奥間農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

水飲み 水飲み 1.0 基
コンク
リート

1997 28 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2027

奥間農
村公園

街区
(農
村)

便益施
設

便所 便所 1.0 箇所 RC造 1997 28 50 60 〇 2024 2025

軽微なひび割れが生じている。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.2倍を使用見込み期間とする。

2057

奥間農
村公園

街区
(農
村)

遊戯施
設

2連ブラ
ンコ

2連ブ
ランコ

1 基 鉄 1997 28 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
支柱地際部に腐食による孔食がある為早急な修繕又交
換が必要。吊り金具・吊り部材腐食・摩耗がある為修繕が
必要。着座部ボルトナット破損がある為取り付けが必要。
全体的に腐食が激しい為撤去更新の検討。※使用禁止
処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2033 4,230 更新 100
再塗
装

100
再塗
装

100
再塗
装

奥間農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

ベンチ ベンチ 4 基
ひのき
材・鋼

1997 28 7 14 〇 2024 2025
座板のゆがみが生じている。
雑草が繁茂しており利用しづらい状況。
日常管理での伐採・清掃が望ましい。

C 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2011

奥間農
村公園

街区
(農
村)

休養施
設

シェル
ター

シェル
ター

1 基
コンク
リート擬
木

1997 28 47 47 × - 2025

軽微なひび割れが生じている。
利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

B 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2044

奥間農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

擁壁 擁壁 34 m
コンク
リート

1997 28 40 40 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2037

奥間農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

フェンス
フェン
ス

33 m 鋼材 1997 28 18 36 × - 2025
変形や錆が生じているが利用上問題の問題は無い。
著しい破損等で安全面が考慮できなくなった時点で補修・
更新とする。

C 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2033

奥間農
村公園

街区
(農
村)

管理施
設

照明灯 照明灯 6 基
鋼、コン
クリート

1997 28 18 44 × - 2025
灯具の破損有り。
その他照明について、著しい破損等で安全面が考
慮できなくなった時点で補修・更新とする。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2041 234 灯具

4,464 0 0 100 0 0 100 0 0 100

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 4,764

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

竹口原
公園

街区
園路広
場

広場 広場 ##### m2 ｺｳﾗｲ芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

竹口原
公園

街区
園路広
場

園路 園路 352.0 m2
As舗装
（ｔ＝4ｃ
ｍ）

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

竹口原
公園

街区
園路広
場

階段 階段 2 m W=1.0m
コンクリ
－ト

2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

竹口原
公園

街区
休養施
設

防災東
屋

防災東
屋

1 基 20.25m2

鋼・化粧
木材・コ
ロニアル
葺

2014 11 34 62 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2076

竹口原
公園

街区
休養施
設

ﾃｰﾌﾞﾙﾍﾞ
ﾝﾁ

ﾃｰﾌﾞﾙ
ﾍﾞﾝﾁ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2034

竹口原
公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の1倍を使用見込み期間とする。

2034

竹口原
公園

街区
遊戯施
設

滑り台 滑り台 1 基
アルミ・
ポリエチ
レン

2014 11 18 44 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
安全領域内に根っこがあり除根が必要。上部空間に
木の枝があり剪定が必要。手すり柵に腐食がある為
対策が必要。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（5～7年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 70 修繕 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

竹口原
公園

街区
遊戯施
設

健康器
具

健康器
具
（ウォ
ールラ
ダー）

1 基
ステンレ
ス

2014 11 18 44 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に危険な
為ゴムチップ舗装が望ましい。上部空間に木の枝が
あり剪定が必要。年齢対象シールの張り付けが望ま
しい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 200 修繕 50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

竹口原
公園

街区
遊戯施
設

ロープク
ライム

ロープ
クライ
ム

1 基 スチール 2014 11 18 44 〇 2024 2025

総合判定B　　※別途点検表参照
安全領域内に根っこがあり除根が必要。上部空間に
木の枝があり剪定が必要。指の挟み込みが考えら
れる為対策が必要。

B 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058 500
ロー
プ補
修

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

竹口原
公園

街区
便益施
設

防災ベ
ンチ

スツー
ル

1.0 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

竹口原
公園

街区
便益施
設

水飲場 水飲場 1.0 基
コンク
リート

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

竹口原
公園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 1.0 基

鋼管・ア
ルミ・
ソーラー
パネル

2014 11 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認す
る。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となっ
た時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058

竹口原
公園

街区
管理施
設

暗渠 暗渠 11 m
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

竹口原
公園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1 基 石 2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

竹口原
公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 1.0 基
ステンレ
ス

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

竹口原
公園

街区
管理施
設

集水桝 集水桝 1 箇所
コンクリ
－ト

2014 11 20 36 〇 2018 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

竹口原
公園

街区
管理施
設

防災サ
イン

防災サ
イン

1 基 アルミ 2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を
確認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の
1/2）となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

770 0 0 250 0 0 250 0 0 250 0

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経過
年数

処分
制限
期間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 1,520

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

石橋原
公園

街区
園路広
場

広場 広場 ##### m2 ｺｳﾗｲ芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

石橋原
公園

街区
園路広
場

園路 園路 323.0 m2
As舗装
（ｔ＝4ｃ
ｍ）

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

石橋原
公園

街区
園路広
場

階段
飛石階
段

8 m W=1.0m自然石 2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

石橋原
公園

街区
休養施
設

東屋
防災東
屋

1 基 A=20.25m2

鋼・化粧
木材・コ
ロニアル
葺

2014 11 34 62 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2076

石橋原
公園

街区
休養施
設

ﾃｰﾌﾞﾙﾍﾞ
ﾝﾁ

ﾃｰﾌﾞﾙ
ﾍﾞﾝﾁ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

石橋原
公園

街区
休養施
設

ベンチ
ベンチ
背有り

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

石橋原
公園

街区
休養施
設

ベンチ
ベンチ
背無し

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

石橋原
公園

街区
休養施
設

防災トイ
レ

防災ト
イレ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

石橋原
公園

街区
遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
アルミ・
ポリエチ
レン

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
基礎露出している為土の充填が必要。床部・手すり・柵部・登行
部（踏板）に腐食・破損があり早急な交換が必要。安全領域内
に石ころがあり除去が必要。プラスチックに摩耗・ひび割れがあ
り修繕が必要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 13,320 更新 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

石橋原
公園

街区
遊戯施
設

ロッキン
グ遊具

ロッキ
ング遊
具（ヒ
ツジ）

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定B　　※別途点検表参照
ゴムマット段差がある為土の充填が必要。支柱部に軽微な腐食
があり対策が必要。その他経過観察の継続。

B 中 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：再
塗装、内部機
構取替

石橋原
公園

街区
遊戯施
設

スプリン
グ遊具

スプリ
ング遊
具（車）

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2014 11 15 36 〇 2024 2025 撤去済み - - 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 864 更新 170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：再
塗装、内部機
構取替

石橋原
公園

街区
遊戯施
設

クライミ
ング遊具

クライ
ミング
遊具

1 基 木 2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定C　　※別途点検表参照
支柱地際部に腐朽・破損がある為修繕が必要。ロー
プに摩耗・断線・ほつれがあり対策が必要。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 150
ロー
プ補
修

150
ロー
プ補
修

150
ロー
プ補
修

150
ロー
プ補
修

石橋原
公園

街区
便益施
設

水飲場 水飲場 1 基

鋼管・ア
ルミ・
ソーラー
パネル

2014 11 15 30 〇 2015 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

石橋原
公園

街区
管理施
設

照明灯 照明灯 11 m 石 2014 11 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058

石橋原
公園

街区
管理施
設

園名板 園名板 1.0 基
ステンレ
ス

2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

石橋原
公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 1 基 アルミ 2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

石橋原
公園

街区
管理施
設

防災サ
イン

防災サ
イン

1 箇所 擬木 2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

石橋原
公園

街区
管理施
設

柵 柵 18 ｍ プラ擬木 2014 11 22 33 × - 2025
支柱のみの状態。
更新が望ましい

D 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

石橋原
公園

街区
管理施
設

集水桝 集水桝 1 箇所
コンクリ
－ト

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2044

石橋原
公園

街区
管理施
設

皿型側
溝

皿型側
溝

70 ｍ
コンクリ
－ト

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2044

石橋原
公園

街区
管理施
設

引込柱 引込柱 1 基
コンクリ
－ト

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）と
なった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

14,504 0 0 790 0 0 790 0 0 790

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 16,874

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化に
向けた特記
事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

山内原
公園

街区
園路広
場

広場 広場 ##### m2 ｺｳﾗｲ芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

山内原
公園

街区
園路広
場

園路 園路 323.0 m2
As舗装
（ｔ＝4ｃ
ｍ）

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

山内原
公園

街区
休養施
設

東屋
防災
東屋

8 m A=20.25m2

鋼・化粧
木材・コ
ロニアル
葺

2014 11 38 69 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2083

山内原
公園 街区

休養施
設

ﾃｰﾌﾞﾙﾍﾞ
ﾝﾁ

ﾃｰﾌﾞﾙ
ﾍﾞﾝﾁ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

山内原
公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

山内原
公園 街区

休養施
設

スツール
スツー
ル

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 22 33 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2047

山内原
公園 街区

遊戯施
設

滑り台 滑り台 1 基
スチー
ル・FRP

2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定D　　※別途点検表参照
支柱部に腐食による孔食がある為早急な修繕又交換が必要。
ゴムマット段差があり土の充填が必要。※使用禁止処置済み。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 8,514 更新 150
再塗
装

150
再塗
装

150
再塗
装

山内原
公園 街区

遊戯施
設

ロッキン
グ遊具

ロッキ
ング遊
具（ウ
マ）

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
支点部（ストッパーゴム緩衝部）に摩耗・破損があり早急な修繕
が必要。※推奨交換サイクル3～5年。ゴムマット段差・くぼみが
あり土の充填が必要。

C 中 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 864 更新 170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：
再塗装、内
部機構取替

山内原
公園 街区

遊戯施
設

スプリン
グ遊具

スプリ
ング遊
具（ウ
サギ）

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
スプリング部・台座部に腐食がある為交換が必要。上物部にボ
ルト破損があり取り付けが必要。ゴムマット段差・くぼみがあり土
の充填が必要。※スプリング推奨交換サイクル3～5年。※使用
禁止処置済み。

D 高 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、スプリング交換（3～4年）、部品交
換（5～7年）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 864 更新 170
計画
補修

170
計画
補修

170
計画
補修

計画補修：
再塗装、内
部機構取替

山内原
公園 街区

運動施
設

バスケッ
トコート

バス
ケット
コート

1 基 カラーAs 2014 11 15 30 × - 2025
総合判定B　　※別途点検表参照
ゴムマット段差がある為土の充填が必要。支柱部に軽微な腐食
があり対策が必要。その他経過観察の継続。

B 中 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

山内原
公園 街区

便益施
設

水飲場
水飲
場

1 基
コンク
リート

2014 11 15 30 〇 2015 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

山内原
公園 街区

管理施
設

照明灯
照明
灯

1 基

鋼管・ア
ルミ・
ソーラー
パネル

2014 11 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2058

山内原
公園 街区

管理施
設

園名板
園名
板

1 基 石 2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

山内原
公園 街区

管理施
設

車止め
車止め
①

10.9 m
ステンレ
ス

2014 11 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2073

山内原
公園 街区

管理施
設

車止め
車止め
②

1 基
ステンレ
ス

2014 11 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2073

山内原
公園 街区

管理施
設

防災サ
イン

防災
サイン

1 基 アルミ 2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

山内原
公園 街区

管理施
設

集水桝
集水
桝

1 箇所
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

山内原
公園 街区

管理施
設

引込柱
引込
柱

18.0 ｍ
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

山内原
公園 街区

修景施
設

花壇 花壇 1 箇所
コンク
リート

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

石橋原
公園 街区

管理施
設

側溝
皿型
側溝

70.4 ｍ
コンクリ
－ト

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

石橋原
公園 街区

管理施
設

引込柱
引込
柱

1 基
コンクリ
－ト

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

10,242 0 0 490 0 0 490 0 0 490

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 11,712

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

赤森原
公園

街区
園路広
場

園路 園路 133.0 m2
石粉舗
装（ｔ＝
4cm）

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

赤森原
公園

街区
園路広
場

広場 広場 903.0 m2 高らい芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

赤森原
公園

街区
休養施
設

四阿 四阿 1 基 A=20.25m2
鋼・コロ
ニアル
葺

2014 11 38 69 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2083

赤森原
公園 街区

休養施
設

テーブル
ベンチ

テーブ
ルベン
チ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

赤森原
公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

赤森原
公園 街区

遊戯施
設

小型複
合遊具

コンビ
ネー
ション
遊具

1 基
スチー
ル・ポリ
エチレン

2014 11 22 40 〇 2024 2025

総合判定D　　※別途点検表参照
継ぎ手金具にぐらつきがあり対策が必要。プラスチック部
にひび割れがある為早急な修繕又交換が必要。設置面に
くぼみがあり土の充填が必要。

D 高 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2054 60 修繕 300
再塗
装

300
再塗
装

300
再塗
装

赤森原
公園 街区

遊戯施
設

健康器
具

健康
器具
（ウォ
ールラ
ダー）

1 基
スチー
ル

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に危険な為ゴ
ムチップ舗装が望ましい。年齢対象シールの張り付けが
望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

赤森原
公園 街区

遊戯施
設

健康器
具

健康
器具
（ツイ
スト）

1 基
スチー
ル

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に危険な為ゴ
ムチップ舗装が望ましい。年齢対象シールの張り付けが
望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

赤森原
公園 街区

遊戯施
設

健康器
具

健康
器具
（リラッ
クス
ボー

1 基
スチー
ル

2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に危険な為ゴ
ムチップ舗装が望ましい。年齢対象シールの張り付けが
望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった
時点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

赤森原
公園 街区

便益施
設

水飲場
水飲
場

1.0 基
コンク
リート

2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

赤森原
公園 街区

管理施
設

園名版
園名
版

1.0 基 石 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

赤森原
公園 街区

管理施
設

車止め 車止め 1.0 基
ステンレ
ス

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

赤森原
公園 街区

管理施
設

照明施
設

照明
灯

1 基
アルミ・
鋼

2014 11 38 69 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2083

赤森原
公園 街区

管理施
設

照明施
設

照明
灯
（ソー
ラー
式）

11 m

鋼管・ア
ルミ・
ソーラー
パネル

2014 11 39 71 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時点
で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2085

660 0 0 450 0 0 450 0 0 450

公園
名

公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体
的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
な

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 2,010

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する
長寿命化
に向けた
特記事項

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式２）　公園施設長寿命化計画調書（都市公園別）

数値
単位
【選
択】

有無 年度 年度 劣化状況
健
全
度

緊
急
度

維持保全 補修

南坂田
原公園

街区
園路広
場

園路 園路① 350.0 m2
アスファ
ルト舗装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南坂田
原公園

街区
園路広
場

園路 園路② 328.0 m2
石粉舗
装

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南坂田
原公園

街区
園路広
場

広場 広場 2,109 m2 A=20.25m2高らい芝 2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南坂田
原公園

街区
休養施
設

四阿 四阿 1 基
鋼・コロ
ニアル葺

2014 11 38 69 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の1.8倍を使用見込み期間とする。

2083

南坂田
原公園

街区
休養施
設

テーブル
ベンチ

テーブ
ルベン
チ

1 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 10 20 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2034

南坂田
原公園

街区
休養施
設

ベンチ ベンチ 4 基
鋼・合成
樹脂

2014 11 38 69 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

南坂田
原公園

街区
遊戯施
設

健康器
具

健康器
具（健
康快
道）

1 基 スチール 2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に
危険な為ゴムチップ舗装が望ましい。年齢対
象シールの張り付けが望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南坂田
原公園

街区
遊戯施
設

健康器
具

健康器
具（背
のばし
ベン
チ）

1.0 基 スチール 2014 11 15 30 〇 2024 2025
総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に
危険な為ゴムチップ舗装が望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南坂田
原公園

街区
遊戯施
設

健康器
具

健康器
具
（シット
アップ）

1 基 スチール 2014 11 15 36 〇 2024 2025

総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に
危険な為ゴムチップ舗装が望ましい。支柱部
キャップぐらつきがあり対策が必要。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南坂田
原公園

街区
遊戯施
設

健康器
具

健康器
具
（ジャ
ンプ
ビー

1 基 スチール 2014 11 15 36 〇 2024 2025
総合判定C　　※別途点検表参照
設置面がアスファルト舗装の為転倒した際に
危険な為ゴムチップ舗装が望ましい。

C 中 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（2～3年）、部品交換（適宜判断）

・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050 200

ゴム
チッ
プ舗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

50
再塗
装

南坂田
原公園

街区
便益施
設

水飲場 水飲場 1.0 基 ｺﾝｸﾘｰﾄ 2014 11 15 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

南坂田
原公園

街区
管理施
設

園名版 園名版 1.0 基
琉球石
灰岩

2014 11 38 57 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2071

南坂田
原公園

街区
管理施
設

車止め 車止め 6 基 鋼 2014 11 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2073

南坂田
原公園

街区
管理施
設

日時計 日時計 1 箇所
アスファ
ルト舗
装・鋼

2014 11 39 59 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の1.5倍を使用見込み期間とする。

2073

南坂田
原公園

街区
管理施
設

照明施
設

照明灯 4.0 基
LED街路
灯

2014 11 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050

南坂田
原公園

街区
管理施
設

照明施
設

照明灯
（ソー
ラー
式）

1 箇所

ソーラー
充電式
LED照明
灯

2014 11 18 44 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 予防保全
・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。
・塗装（3～4年）、灯具交換（適宜判断）

・年1回実施する定期点検で劣化や損傷を確認する。
・劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）となった時
点で更新する。
処分制限期間の2.4倍を使用見込み期間とする。

2050

南坂田
原公園

街区
管理施
設

引込柱 引込柱 1 箇所
コンクリ
－ト

2014 11 18 36 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2050

南坂田
原公園

街区
管理施
設

集水桝 集水桝 1 箇所
ステンレ
ス

2014 11 20 30 × - 2025 特に異常は見られない。 A 低 事後保全

・日常の維持保全及び日常点検で劣化や損傷を確
認する。劣化や損傷が全体的に顕著（全体の1/2）
となった時点で更新する。
処分制限期間の2倍を使用見込み期間とする。

2044

800 0 0 200 0 0 200 0 0 200

公園名
公園
種別

公園施
設種類
【選択】

公園
施設名
【選択】

対策を
踏まえ
た更新
見込
み年
度

具体的
施設
名称

数量

規模
主要
部材
【選択】

設置
年度

経
過
年
数

処
分
制
限
期
間
など

健全度調査

管理
類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）使用見

込み期
間

健全度調査以
前に実施した補
修の有無

概算費用合計（千円）： 1,400

対策内容（改築、更新含む）・時期　※左に費用、右に内容を記載する 長寿命
化に向
けた特
記事項2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年



（様式３）　公園施設長寿命化計画調書（公園施設種類別現況）

公園施設種類 公園施設名 設置公園数

園路広場 園路 45

広場 31

階段 22

休養施設 東屋 16

パーゴラ 5

シェルター 16

ベンチ 120

テーブルベンチ 23

教養施設 モニュメント 3

慰霊塔 2

遊戯施設 小型複合遊具 12

中型複合遊具 3

ブランコ 6

スプリング・ロッキング遊具 4

滑り台 6

シーソー 3

ロープネットジャングル 1

鉄棒 1

319

主な公園施設の現況写真

小計

園路 広場 階段

東屋 パーゴラ シェルター

ベンチ テーブルベンチ モニュメント

慰霊塔 中型複合遊具 小型複合遊具

ブランコ スプリング（ロッキング）遊具 滑り台

シーソー ロープネットジャングル 鉄棒



（様式３）　公園施設長寿命化計画調書（公園施設種類別現況）

公園施設種類 公園施設名 設置公園数

遊戯施設 砂場 12

コーヒーカップ 1

クライミング遊具 1

健康器具 23

運動施設 野球場 1

バックネット 2

体育館 1

テニスコート 1

陸上競技場 1

バスケットコート 3

便益施設 駐車場 11

トイレ 14

防災ベンチ
（簡易トイレ）

48

水飲み 33

時計塔 2

管理施設 クラブハウス 1

倉庫 1

擁壁 44

200

主な公園施設の現況写真

小計

砂場 コーヒーカップ クライミング遊具

健康器具 ロープネットジャングル バックネット

体育館 テニスコート
陸上競技場

バスケットコート クラブハウス テニスコート倉庫

駐車場 トイレ

水飲み 時計塔 擁壁

防災ベンチ（防災トイレ）



（様式３）　公園施設長寿命化計画調書（公園施設種類別現況）

公園施設種類 公園施設名 設置公園数

管理施設 柵 24

柵（転落防止柵） 11

フェンス 21

門扉 8

車止め 141

橋 3

側溝 48

集水桝 120

サイン類 9

照明灯 142

照明灯
（ソーラー式）

5

防犯灯 8

スピーカー 2

管理事務所 1

引込柱 8

倉庫 1

日時計 1

園名版 20

修景施設 花壇 7

580

1,099

主な公園施設の現況写真

合計

小計

フェンス 柵 柵（転落防止柵）

門扉 車止め 橋

側溝 集水桝 サイン類

照明灯 照明灯（ソーラー式） 防犯灯

スピーカー 管理事務所 引込柱

倉庫 日時計日時計 花壇


